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な
ど
と
見
出
し
を
つ
け
る
と
、
ま
ず
松
浦
先
生

か
ら
「
過
激
な
こ
と
書
い
ち
ゃ
ダ
メ
よ
！
」
と

お
然
り
を
受
け
そ
う
で
す
が
、
彼
ら
の
気
持
ち

は
正
に
特
攻
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
彼
ら
の
心

に
は
片
道
燃
料
し
か
積
ん
で
な
か
っ
た
と
察
し

ま
す
。
一
つ
間
違
う
と
、
帰
国
後
総
批
判
を
浴

び
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
わ
け
で
す
か
ら
。

で
も
出
発
前
に
松
浦
先
生
が
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
誰
か
が
や
ら
な
い
と
・
・
・
。
」 

 

皆
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
グ
レ
ン
デ
ー
ル
市
に
「
慰
安
婦
」
像
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ブ
エ
ナ
パ
ー
ク
市
は

慰
安
婦
像
設
置
案
の
採
決
を
取
り
や
め
ま
し
た
。 

 

杉
並
区
議
松
浦
芳
子
隊
長
以
下1

3

名
は
１

月1
4

日
夕
刻
、
賛
同
者3

2
3

名
（
百
人
の
会
も

7
0

名
ほ
ど
、
石
橋
良
三
先
生
も
必
死
で
広
島
を

ま
と
め
て
い
た
だ
き
）
の
名
簿
を
抱
え
、
成
田

を
離
陸
。
だ
れ
と
は
申
し
上
げ
ま
せ
ん
が
、
出

発
ギ
リ
ギ
リ
の1

4

日
、
夜
８
時
こ
ろ
、
２
名
の

議
員
か
ら
賛
同
のF

A
X

が
百
人
の
会
の
事
務
所

に
入
り
ま
し
た
。
ダ
メ
も
と
で
（
隊
長
は
忙
し

い
と
思
い
）
旧
知
の
山
本
へ
る
み
隊
員
に
電
話
。

今
、
正
に
出
発
。
ギ
リ
ギ
リ
で
セ
ー
フ
！ 

で

名
簿
に
加
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

グ
レ
ン
デ
ー
ル
市
に
は
「
抗
議
」、
と
い
う
よ

り
「
慰
安
婦
」
の
歴
史
的
事
実
を
説
明
に
（
と

こ
ろ
が
同
市
議
団
は
面
会
を
拒
否
）
。
ま
た
、
ブ

エ
ナ
パ
ー
ク
市
に
は
表
敬
訪
問
し
、
同
市
の
議

会
で
、
松
浦
隊
長
が
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
ス

ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
） 

今
回
の
作
戦
は
、
東
大
阪
市
樽
本
丞
史
議
員

が
昨
年
暮
れ
に
一
人
で
渡
米
し
偵
察
。
道
筋
を

つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
「
零
式
水
上
偵
察
機
。」
を

使
用
し
た
か
ど
う
か
は
知
り
ま
せ
ん
が
。 

今
回
、
盟
友
の
Ｍ
氏
に
、
氏
が
応
援
し
て
い

る
会
派
の
議
員
の
賛
同
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
中
韓
が
問
題
に
し
て
い
る
テ
ー
マ
だ

か
ら
と
拒
否
。
氏
は
怒
り
心
頭
！
！ 

 

渡
米
し
た
議
員
、
賛
同
議
員
。
議
員
各
位
の

の
政
治
信
条
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
増
木 
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平 2 「M 情報デスク」サポート団体 
NPO法人百人の会 救う会大阪 
秋田三輪さんを救出する川西市民の会   
米国に原爆投下謝罪を求める会 
スパイ防止法の制定を求める会  
日教組の違法行為を追及する市民の会 
竹島を奪還する会・関西 
靖国神社に眠る御霊に感謝する会 
大阪の公教育を考える会、他 

「M 情報活動報告」編集指針；政治や国際問題、市民活動に全く無縁だった一般の人達に、「おばちゃん語」で政治を届ける 

ブエナパーク市議会にて  
前列左から、せぬま剛足立区議・辻村とも子狛江市議・松浦芳子杉並区議・前市長のスウィフト議員・ブラウン議員・
小島神奈川県議・植松和子函南町議  後列左から、櫻庭節子新潟上州市議・白須夏建て直そう日本女性塾役員・山
本光宏大和市議・山本へるみ前港区議・桜井秀三松戸市議・池尻英樹堺市議・田中裕太郎杉並区議・藤田誠通訳 
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ブエナパーク市議会の皆様こんにちは 
私は、杉並区議会議員の松浦芳子でございます。このたびは、日本より 13 人の地方議員を中心とした視察団の訪問を受
け入れて下さり、有難う御座います。また、こうして皆様にお話しする機会を頂き大変光栄に存じます。誠にありがとう
ございました。 
Mayor Mr. Miller Oh and members of the City Council, I am Yoshiko Matsuura, an Assembly member of the City 
of Suginami in Tokyo. On behalf of the 13 Delegation members from various City Assemblies in Japan, I 
would like to express my gratitude. I am deeply honored to have given this opportunity to speak to you today. 
 
大変申し訳ありません。ここからは通訳を介させて頂きます 
Please allow me to speak in Japanese from now. Our interpreter will translate into English. 
 
私は、二人の息子と二人の娘の母でもあります。子供が小さい頃は毎日必死で子育てに奮闘しておりましたが、お蔭さま
で今は四人とも それぞれの分野で活躍し、時には私を助けてくれます。 
日本では、子供は「親の背中を見て育つ」とよく言われますが、今では親である私が子供の背中に学ぶことも多く、大変
有り難いことだと思っております。 
I am a mother of two sons and two daughters. While my children were small, I really have to struggle everyday 
to raise them. Now all four of them have grown up, working in their own fields, and help me sometimes. In 
Japan, we say “Children grow well looking the back of their parents.” I now learn a lot from my children, 
which is a very rewarding. 
 
また、今回は 13 人の思いを共にする同志と訪米することができ、感謝に堪えません。 
I cannot express how much we thank for being able to visit America together with 12 of my likeminded 
comrades. 
 
ブエナパーク市には、ナッツベリー・ファームという遊園地があるのですね。スヌーピーは日本でも有名で、子供から大
人まで幅広い日本人に愛されています。 
今回は、視察で来ましたので行く事が叶いませんが、次回、プライベートで訪問した際には是非行ってみたいと思ってい
ます。 
Buena Park is famous for Knott’s Berry Farm. Snoopy is popular and loved in Japan from children to adults. 
Unfortunately, we cannot visit the park this time, due to our official capacity. When we visit next time as 
private visitors, we would definitely like to visit Knott’s Berry Farm. 
 
ブエナパーク市議会の様子については、日本でも報道されておりますので、８/２７日に貴議会で行われた議決についても
よく承知しておりますが、見識と良識ある活動をされておられる事に敬意と感謝を表します。 
日本と米国は、これまでの歴史の中で様々な経験を乗り越え、今は、友好国として絆を深めており、良いパートナーとし
て共に世界に貢献しております。 
As there are media reports about Buena City Council in Japan, we are informed about your Council’s 
resolution as of August 27 last year. We highly respect your sensible reason and action. The United States 
and Japan have overcome various hardships in our history and deepened our bilateral relationships. As 
partners, we have contributed a lot to the world. 
 
３年前、日本は大きな地震と津波の災害を受けました。その時、アメリカ軍は「ともだち作戦」と称し、すぐさま救助に
駆け付け、助けて下さいました。その恩を私たち日本人は決して忘れません。この場を借りまして改めて感謝申し上げま
す。 
Three years ago, Japan suffered massively by a killer earthquake and Tsunami. At that time US Forces 
named its operation “Tomodachi” (meaning “Friends”) and immediately came to rescue people suffering 
from the disaster. We will never forget the friendship your country offered to us. Taking this opportunity, I 
would like to express our gratitude again. 

 
アメリカの軍人さん達が、日本での支援を終え仙台空港から飛び立った際、仙台空港の上空から、滑走路近くの砂浜に木
の枝で書かれた「ありがとう」の文字を見つけたそうです。米国の方々も大変感動されたと聞いています。 
When American soldiers took off Sendai Air Port upon completion of their mission in Japan, they saw letters 
made of woods which read ARIGATO (meaning “Thank You”) on the beach near the air strip. I heard 
American soldiers were also moved. (Photo 1) 
 
日米両国の確かな絆が再確認された瞬間でもありましたが、それ以外にも日米両国の友好にまつわる素敵な話は沢山あり
ます。 
It was the moment when the bond of our bilateral relationship between the United States and Japan became 
much firmer. But we have more stories to confirm our friendship between the two countries. 
 
また、日本とアメリカは経済的にも良きパートナーです。アジア太平洋地域からアメリカへの海外直接投資は、日本は７
１％、オーストラリアは１４％、シンガポールは６％、韓国は５％です。アメリカと日本は協力し世界で大きな役割を果
たしています。 
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今後も両国の絆を深め良い友好関係を築いていきたいと思っております。 
Economically as well, we are good partners. Direct investments to America from Asia-Pacific region are: 
Japan 71%, Australia 14%, Singapore 6% and South Korea 5%. Cooperation together, America and Japan 
play a great role for contributing to the world. We certainly believe that we would like to deepen the bond of 
our relationship further. (Chart) 
 
皆様は、日本にいらしたことがありますでしょうか。 
日本には、２６００年以上、１２５代続いた皇室があります。 
Have you ever come over to Japan? In Japan, we have the world’s longest monarchy which has been in 
Japan for over 2,600 years to the 125th Emperor of the present. 
 
また日本には、約８万社の神社がありますが、その中でも、日本人の心の故郷である伊勢神宮という神社は、２０年ごと
に隣の敷地にまったく同じ社をつくり、これまでの社から新しい社に移る遷宮という儀式を執り行います。これは日本最
大のお祭りであり、昨年は、６２回目の遷宮が執り行われ、１３００年前と全く同じ社がまた新たに建てられました（写
真３）。 
日本伝統の継承のシンボルと言えますが、今回の遷宮でも先頭を斎王（いつきのみや）と呼ばれる天皇の未婚の皇女が歩
み、そのあとを男性の大宮司（だいぐうじ）が歩いておられるのがとても印象的でした。 
Also in Japan, we have over 80,000 Shinto shrines. The Grand Shrine of Ise, among all, is a homeland of the 
heart of the Japanese. Every 20 years, its two main shrines (inner and outer) are renewed, built on the land 
just next to the precious shrine was built. The ceremony is called “Sengu” meaning transferring old shrine 
to a new shrine. It is the biggest festival in Japan. We had its 62nd ceremony just last year and the shrine 
exactly the same one built 1,300 years ago was rebuilt. (Photo 3) It symbolizes Japan’s continuation of 
tradition. And it was impressive, above all, the ceremony was lead by “Itsuki-no miya,” a female chief priest 
and unmarried princess of the Emperor, then followed by the male grand priest “Dai-guji” (Photo 4) 
 
日本は、古代より文化的に女性を大切にする国家でした。ですから男女分け隔てなく女性にもしっかり教育がされていま
した。それは、千年前の女流作家、紫式部や清少納言の恋愛小説が誕生したことからも明らかです。（写真５） 
Japan is the country which respects women culturally since ancient period. Naturally, education has been 
given to female without any discrimination against men. Such culture produced female novelists such as 
Murasaki Shikibu or Sei-Shonagon even over 1,000 years ago. (Photo 5) 
 
今回視察に参加したメンバーは、13 名中、私を含む 5 名が女性ですが、すべて日本の各自治体の議員関係者です。 
日本では、高齢化が進み、各自治体でも医療費削減のために病気にならない予防の施策がとられていますし、女性の仕事
と家庭が両立できるような施策にもしっかり取り組んでいますが、待機児対策には、多くの自治体が苦労している所でご
ざいます。 
より良い地域作りこそが、より良い国作りの原点であると信じ、それぞれ日々邁進しております。 
In our 13-member Deligation, five of us including myself are women and we are all City Assembly Legislators. 
Japanese society is aging. Each municipality implements measures to prevent disease to cut medical 
expenditures. We also implement measures for working women to manage work and house duties. Due to 
lack of nursery schools, there are a lot of children on the waiting lists for enrollment. That is a common 
problem of almost all municipalities. Creating good local community is the foundation of building a good 
country. We make day to day efforts to attain such goals. 
 
私達は、強くてあたたかく指導力のあるアメリカであって欲しいと願っています。 
両国の理解を更に深めるためには、両国民の交流が不可欠であります。そのためにも、両国の自治体同士の友好関係は大
変重要であると感じています。 
We honestly expect America to be strong and heat-warming country with initiative. To deepen mutual 
understanding of the both countries, we definitely need exchange of both nationals. To that end, it is vital to 
have exchanges of local municipalities between the two countries. 
 
既に○○の都市が姉妹都市などの友好関係を結んでいると承知しておりますが、今回の視察をご縁に、今後もお互いに友
好を深めていかなければと強く願っております。 
We understand “Such-and-such” cities have friendly relations as sister cities. Taking this opportunity of our 
visit this time, we would like to deepen our strong friendship ties further from now. 
 
２０２０年には、東京オリンピックも開催されます。皆様を気持ち良くお迎えするために、私達は全力で「おもてなし」
させて頂く所存です。 
是非日本にお越し下さい。お待ちしております。 
In 2020, the Olympics will be held in Tokyo. We would like to welcome you comfortably and do our best to 
“O-mo-te-na-shi.” Please come to Japan. We look forward to meeting you again in Japan. 
 
本日は、貴重なお時間を頂き有難う御座いました。心より感謝申し上げます。ご静聴ありがとうございました。 
Thank you very much, again, for giving us your precious time and thank you for your kind attention. 
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慰
安
婦
像
設
置
抗
議
の
た
め
の
訪
米
録 

 
 

 

神
奈
川
県
議
会
議
員 

小
島
健
一 

http://kojimakenichi.blog65.fc2.com/ 
 

１
日
目 

１
月
１
４
日(
火)

１
８
：
５
０
～ 

成
田
空
港
か
ら
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
安
い
パ
ッ
ク
旅

行
を
利
用
し
、
Ｌ
Ａ
へ
出
発
。 

松
浦
芳
子
杉
並
区
議
を
代
表
と
し
て1

3

名

の
同
志
（
内
、
議
員
は1

1
名
）
で
、
３
２
１
名

の
署
名
を
携
え
て
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
近
郊
の
グ
レ
ン
デ
ー
ル

市
に
向
け
て
、
慰
安
婦
像
設
置
抗
議
と
い
う
強

い
決
意
の
下
、
旅
立
っ
た
。 

1
0

時
間
半
と
い
う
長
旅
の
末
、
Ｌ
Ａ
に
到
着

（1

月1
4

日
午
前
）
。
ホ
テ
ル
に
て
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
を
す
ま
せ
、
す
ぐ
に
一
日
目
の
訪
問
先
へ 

１
月
１
４
日(

火
）
１
５
：
０
０ 

ブ
エ
ナ
パ
ー
ク
市
庁
舎
を
訪
問 

・
・
・
・ 

こ
の
ブ
エ
ナ
パ
ー
ク
市
は
、
昨
年

夏
、
グ
レ
ン
デ
ー
ル
市
の
慰
安
婦
像
設
置
が
決

ま
っ
た
直
後
に
議
題
と
な
っ
て
い
た
像
設
置
案

を
め
ぐ
る
採
決
を
中
止
す
る
と
い
う
決
定
を
し

た
。
こ
れ 

は
、
韓
国
系
の
オ
ー
現
市
長
が
提
出

し
た
設
置
案
に
つ
い
て
他
の
４
人
の
市
議
が
賛

同
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
極

め
て
真
っ
当
な
対
応
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る

た
め
の
訪
問
で
あ
っ
た
。
私
達
の
訪
問
に
対
し

て
は
、
ス
ウ
ィ
フ
ト
市
議(

前
市
長
）
と
ブ
ラ
ウ

ン
市
議
が
懇
談
に
応
じ
て
く
れ
た
。 

さ
ら
に
は
正
式
に
１
４
日
の
市
議
会
に
出
席

す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
、
松
浦
議
員
が
代
表
し

て
「
日
本
の
歴
史
の
素
晴
ら
し
さ
、
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
日
本
企
業
の
貢
献
、
日
本
は
女
性
を

大
事
に
す
る
国
柄
、
そ
し
て
ブ
エ
ナ
パ
ー
ク
市

の
良
識
に
対
す
る
敬
意
等
」
を
ス
ピ
ー
チ
し
た
。 

慰
安
婦
像
設
置
を
未
だ
に
あ
き
ら
め
て
い
な

い
オ
ー
現
市
長
の
面
前
で
の
ス
ピ
ー
チ
で
あ
り
、

彼
の
冷
や
や
か
な
視
線
も
感
じ
ま
し
た
が
、
他

の
良
識
派
の
市
議
に
希
望
を
託
し
、
今
後
の
ブ

エ
ナ
パ
ー
ク
市
と
日
本
の
友
好
の
さ
ら
な
る
促

進
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
次
第
。 

 

ブ
エ
ナ
パ
ー
ク
市
庁
舎
を
後
に
し
て
、
次
に
、

ガ
ー
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
韓
国
系
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
前
に
あ
る
慰
安
婦
碑
を
視
察
。 

大
通
り
沿
い
に
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
星
条
旗
と

韓
国
国
旗
が
両
脇
に
挿
し
て
あ
る
。 

そ
し
て
、
碑
文
の
内
容
と
は
、
あ
ち
こ
ち
の

慰
安
婦
像
の
碑
文
と
同
じ
、
デ
タ
ラ
メ
な
捏
造

の
歴
史
の
羅
列
。
韓
国
女
性
を
暴
行
す
る
日
本

軍
兵
士
と
旭
日
旗
が
描
か
れ
、
「
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ

Ｄ 

Ｓ
Ｅ
Ｘ 

Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
私
を
含
め
、
参
加
議
員
全
員
が
激
し
い

怒
り
を
覚
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

我
が
国
の
隣
国
は
、
自
ら
反
省
す
る
こ
と
を

知
ら
な
い
、
本
当
に
救
い
よ
う
の
な
い
国
だ
。 

 

２
日
目 

１
月
１
５
日(
水)

１
０
：
０
０
～ 

 

Ｌ
Ａ
総
領
事
館
を
訪
問
し
、
須
賀
首
席
領
事

ら
と
面
会
。
（
実
は
、
渡
米
前
、
日
本
の
外
務

省
に
て
一
時
帰
国
中
の
新
美
総
領
事
と
面
談
を

し
、
現
地
Ｌ
Ａ
の
状
況
や
総
領
事
館
の
活
動
に

つ
い
て
事
前
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
し
て
い
た
） 

《
以
下
、
面
談
内
容
》 

現
状
と
し
て
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
エ
リ
ア

に
お
い
て
は
日
系
２
６
万
人
に
対
し
、
韓
国
系

は
３
０
万
人
居
住
、
韓
国
系
ア
メ
リ
カ
人
の
発

言
力
が
増
大
化
し
て
い
る
。 

日
本
の
子
供
達
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
話
は
聞
い
て
い
る
が
、
直
接
、
当
事
者
か
ら

の
連
絡
は
な
く
、
具
体
的
な
事
案
は
把
握
し
て

い
な
い
。
現
在
、
現
地
の
日
本
人
学
校
の
父
兄

会
に
も
情
報
の
提
供
を
依
頼
し
て
い
る
。 

従
来
、
先
人
達
の
努
力
に
よ
っ
て
日
本
人
は
尊

敬
さ
れ
て
き
た
が
、
今
般
、
韓
国
系
団
体
が
日

韓
の
問
題
を
ア
メ
リ
カ
の
地
域
社
会
に
持
ち
込

む
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、
と
。
韓
国
系
の
行

動
は
子
供
じ
み
て
フ
ァ
ナ
テ
ッ
ク
、
日
本
と
し

て
は
大
人
の
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。 

こ
れ
か
ら
も
、
さ
ら
な
る
慰
安
婦
碑
、
慰
安

婦
像
の
設
置
を
阻
止
す
べ
く
、
各
市
議
会
、
議

員
へ
の
働
き
か
け
を
は
じ
め
、
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
、
適
切
な
対
応
を
し
て
い
く
、
と
の
こ
と
。 

 

私
と
し
て
は
水
面
下
で
の
活
動
に
は
敬
意
を

表
す
る
が
、
韓
国
と
は
違
っ
て
、
ま
だ
ま
だ
在

米
日
本
人
と
協
力
し
て
国
を
挙
げ
て
の
活
動
と

は
言
い
難
い
よ
う
な
気
が
し
た
。
こ
の
ま
ま
で

は
、 

韓
国
の
ロ
ビ
ー
活
動
に
負
け
て
し
ま
う
と

い
う
危
惧
と
と
も
に
、
こ
の
問
題
解
決
に
向
け

て
の
大
き
な
ネ
ッ
ク
が
「
河
野
談
話
」
で
あ
る

と
再
認
識
し
た
次
第
。 

い
く
ら
、
第
一
次
安
倍
内
閣
で
「
強
制
連
行

は
な
か
っ
た
」
と
閣
議
決
定
し
て
い
る
と
は
言

え
、
「
河
野
談
話
」
を
否
定
し
な
い
限
り
、
ア

ピ
ー
ル
力
、
反
論
力
が
乏
し
い
の
で
は
な
い
か
。 

１
月
１
５
日(

水)

１
２
：
０
０
～ 

ア
メ
リ
カ
司
法
省 

地
域
社
会
関
係
担
当
役

員
で
あ
る
ロ
ン
若
林
氏
と
昼
食
会
。 

彼
は
、
地
域
社
会
の
紛
争
、
い
じ
め
、
バ
イ

オ
レ
ン
ス
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
等
の
防
止
、
解

決
の
職
に
あ
る
。 

懇
談
の
中
で
、
ロ
ン
若
林
氏
は
、 

「
慰
安
婦
問
題
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は

そ
れ
が
事
実
か
ど
う
か
は
大
し
た
こ
と
で
は
な

い
、
韓
国
は
政
府
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
る
が
、
日
本
は
領
事
館
を
含
め
、
宣
伝
、

戦
略
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
。 

１
月
１
５
日(

水)

１
４
：
０
０
～ 

日
米
文
化
会
館
の
大
会
議
室
に
お
い
て
現
地

の
日
本
人
の
方
々
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
。
今
回
の
私
達
の
訪
米
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
在
住
の
日
本
人
有
志
の

皆
様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
視
察
行
程
や
要

人
と
の
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
を
ア
レ
ン
ジ
し
て

も
ら
っ
た
。
本
当
に
感
謝
で
あ
る
。 

（
特
に
、
Ｔ
ｒ
ｕ
ｅ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｎ
ｅ
ｔ

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ 

「
慰
安
婦
問
題
と
戦
う
有
志
の
会
」

の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
） 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

作
家
、
実
業
家
、
元
大
学
教
授
を
は
じ
め
と
す

る
現
地
の
日
本
人
の
方
々
か
ら
、
韓
国
人
に
よ

る
異
常
な
慰
安
婦
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
非
常
に
憂

慮
し
て
い
る
切
実
な
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
た
、
敢
え
て
、
実
名
で
被
害
を
訴
え
る
こ
と

は
、
倍
返
し
で
報
復
を
受
け
る
可
能
性
さ
え
あ

る
こ
と
も
感
じ
ら
れ
た
。
や
は
り
、
日
本
政
府
、

領
事
館
、
日
本
の
世
論
の
後
押
し
、
資
金
的
援

助
が
も
っ
と
必
要
で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
、
私
達
に
対
し
て
、
こ
ん
な
状
況
下
で
、

訪
米
し
抗
議
の
声
を
あ
げ
て
く
れ
た
こ
と
に
感

謝
す
る
と
皆
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
、
私
達
も
さ
ら

な
る
協
力
・
連
携
を
約
束
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

３
日
目 

１
月
１
６
日(

木)

９
：
４
５
～ 

 

い
よ
い
よ
グ
レ
ン
デ
ー
ル
市
庁
舎
へ 

 

市
長
や
議
員
へ
の
私
達
の
面
会
要
請
に
対
し

て
、
市
議
側
が
「
政
治
家
と
マ
ス
コ
ミ
に
は
会

わ
な
い
」
と
し
て
面
会
を
拒
否
。 

そ
れ
故
、
私
達
は
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が
待

ち
構
え
る
中
、
市
庁
舎
に
入
り
、
市
長
を
含
む

５
人
の
全
議
員
宛
に
抗
議
文
を
提
出
、
グ
レ
ン

デ
ー
ル
市
側
も
そ
れ
を
正
式
に
受
理
し
て
く
れ

た
。
本
当
は
、
慰
安
婦
設
置
推
進
派
の
議
員
に

会
っ
て
、
そ
の
間
違
っ
た
歴
史
認
識
を
糺
し
た

か
っ
た
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
抗
議
の
意
思
だ

け
は
伝
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。 

昨
年
７
月
に
建
て
ら
れ
た
慰
安
婦
像
は
、
市

立
図
書
館
に
隣
接
し
た
静
か
な
公
園
の
中
に
あ

る
。 

（
慰
安
婦
像
の
説
明
文
に
は
、P

e
a
c
e
 

M
o
n

u
m

e
n

t

だ
と
し
て
、
「
私
は
日
本
軍
の
性

奴
隷
だ
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
） 

家
族
連
れ
や
子
供
達
が
遊
ぶ
憩
い
の
場
所
に
、

こ
ん
な
、
日
本
と
日
本
人
を
貶
め
る
不
埒
な
モ
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ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
の
は
、
絶
対
に
許
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。 

韓
国
系
団
体
の
ロ
ビ
ー
活
動
や
接
待
に
凋
落

さ
れ
た
グ
レ
ン
デ
ー
ル
市
議
達
に
怒
り
を
禁
じ

え
な
い
。 

当
然
、
そ
れ
を
見
過
ご
し
、
油
断
し
て
い
た

日
本
政
府
に
も
責
任
が
あ
る
が
、
や
は
り
、
最

も
悪
い
奴
は
、
嘘
と
捏
造
の
歴
史
を
垂
れ
流
し
、

デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
を
執
拗
に
行
う

韓
国
人
と
韓
国
政
府
で
あ
る
。 

と
は
言
え
、
私
達
は
武
士
道
の
国
、
礼
節
の

国
、
日
本
か
ら
来
た
議
員
で
あ
る
。
相
手
と
同

じ
レ
ベ
ル
に
は
な
り
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

抗
議
の
仕
方
も
大
局
的
な
見
地
か
ら
、
堂
々
と
、

そ
し
て
粛
々
と
行
っ
た
。 

 

す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
国
旗
と
日
本
国
旗
を

持
ち
、
抗
議
の
横
断
幕
の
内
容
も
次
の
よ
う
に

な
っ
た
。 

「C
h

ild
re

n
 n

e
e
d
 h

e
a
rt-

w
a
rm

in
g
 

m
o
n

u
m

e
n

ts

」 

「
子
供
達
の
心
が
温
か
く
な
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
建
て
よ
う
」 

１
月
１
６
日(

木)

１
１
：
３
０
～ 

姉
妹
都
市
で
あ
る
東
大
阪
市
が
１
９
７
４
年

に
寄
贈
し
た
日
本
庭
園
・
茶
室
を
見
学
。 

昨
年
、
抗
議
に
来
た
東
大
阪
市
議
の
樽
本
氏

に
対
す
る
グ
レ
ン
デ
ー
ル
市
の
非
礼
に
つ
い
て

は
、
同
じ
地
方
議
員
と
し
て
、
や
は
り
看
過
で

き
な
い
も
の
が
あ
る
。
が
、
姉
妹
都
市
ゆ
え
に
、

今
後
の
慰
安
婦
像
撤
去
に
向
け
て
の
行
動
に
も
、

正
直
、
期
待
す
る
と
こ
ろ
だ
。 

１
月
１
６
日(

木)

１
３
：
０
０
～ 

日
系
２
世 

ロ
バ
ー
ト
・
ワ
ダ
氏
の

J
a
p
a
n

e
s
e
 A

m
e
ric

a
n

 K
o
re

a
n

 W
a
r 

M
u

s
iu

m
 

を
訪
問
。 

ワ
ダ
氏
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
中
、
日
系
人

収
容
所
で
過
ご
し
、
１
９
５
１
年
、
２
０
歳
で

海
兵
隊
員
と
し
て
朝
鮮
戦
争
へ
志
願
参
戦
。
日

系
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
韓
国
を
命
懸
け
で
守
り
、

解
放
。 

彼
は
、
ブ
エ
ナ
パ
ー
ク
市
等
へ
手
紙
を
書
き
、

慰
安
婦
像
設
置
阻
止
に
尽
力
さ
れ
た
功
労
者
で

あ
る
。 

１
月
１
６
日(

木)

１
５
：
０
０
～ 

日
米
文
化
会
館
５
階
大
会
議
室
で
共
同
記
者

会
見
。 

 

こ
こ
で
も
多
く
の
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
、
現
地

メ
デ
ィ
ア
が
集
ま
っ
た
。
（
何
と
、
朝
日
新
聞

記
者
も
い
た
が
、
す
ぐ
退
出
さ
れ
た
よ
う
だ
。
） 

慰
安
婦
問
題
と
い
う
の
は
、
現
在
、
女
性
の

人
権
問
題
と
し
て
叫
ば
れ
喧
伝
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
記
者
会
見
で
は
参
加
女
性
５
名
が

前
面
に
並
び
、
我
々
男
性
陣
は
後
ろ
の
席
で
フ

ォ
ロ
ー
に
ま
わ
っ
た
。 

 

記
者
会
見
に
お
い
て
、
私
は
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
た
。 

「
私
は
、
悪
名
高
い
河
野
洋
平
が
住
ん
で
い
る

神
奈
川
県
の
県
議
会
議
員
で
あ
る
。
同
じ
自
民

党
の
政
治
家
と
し
て
、
私
は
彼
を
を
絶
対
に
許

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
軍
慰
安
婦
２
０
万
人

強
制
連
行
と
は
、
朝
日
新
聞
、
河
野
談
話
、
韓

国
政
府
に
よ
る
戦
後
最
悪
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で

あ
る
。
」 

 

今
回
の
私
達
の
グ
レ
ン
デ
ー
ル
抗
議
活
動
は
、

日
本
に
お
い
て
も
新
聞
各
紙
、
さ
ら
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

を
始
め
と
し
た
Ｔ
Ｖ
で
も
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
放

映
さ
れ
た
。 

そ
し
て
現
地
に
お
い
て
も
、
少
な
か
ら
ず
、

韓
国
系
団
体
や
グ
レ
ン
デ
ー
ル
市
議
達
に
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
た
と
思
う
。 

こ
れ
か
ら
も
、
私
達
は
勇
気
を
も
っ
て
、
隣

国
の
間
違
っ
て
い
る
こ
と
は
糺
し
、
世
界
に
お

け
る
今
の
日
本
人
の
地
位
を
築
い
て
く
れ
た
先

人
達
の
名
誉
と
誇
り
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

も
う
、
我
慢
好
き
の
日
本
人
で
も
、
我
慢
の

限
界
で
あ
る
！ 

 
 
 

私
の
本
業
は
学
習
塾
だ
。
職
員
は
夜1

0

時

こ
ろ
帰
る
。
そ
の
中
に
阪
急
西
中
島
（
大
阪
市

淀
川
区
；
新
大
阪
か
ら
南
へ5

0
0

ｍ
）
か
ら
通

っ
て
く
る
女
性
の
先
生
が
い
る
。
以
前
か
ら
相

談
を
受
け
て
い
た
が
、
西
中
島
の
駅
の
北
側
の

繁
華
街
で
、
風
俗
の
呼
び
込
み
が
ひ
ど
く
、
最

近
特
激
し
く
怖
く
て
通
れ
な
い
の
で
、
反
対
か

ら
遠
回
り
し
て
帰
っ
て
い
る
と
い
う
。
と
り
あ

え
ず
昨
日
現
場
を
見
に
行
っ
た
。
い
る
い
る
、

「
○
○
を
見
た
ら
△
△
だ
と
思
え
」
と
い
う
代

議
士
が
い
た
が
正
に
そ
の
通
り
。
５
０
ｍ
ほ
ど

の
通
り
に
ざ
っ
と
５
０
人
。
客
の
呼
び
込
み
に

勤
し
ん
で
い
る
。
半
分
は
２
０
歳
く
ら
い
の
女

の
子
。
車
を
止
め
て
歩
い
て
み
る
。
「
い
い
娘

い
ま
す
よ
。
」
「
寄
っ
て
行
き
ま
せ
ん
か
。
」 

 

私
は
客
引
き
兄
ち
ゃ
ん
か
ら
警
察
と
見
ら
れ

る
の
か
ヤ
ク
ザ
屋
さ
ん
に
見
ら
れ
る
の
か
は
知

ら
な
い
が
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
あ
ま
り
声
は
か

か
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
は
無
法
地
帯
。
怖

い
も
の
知
ら
ず
と
い
う
の
か
、
こ
の
私
に
声
を

か
け
て
く
る
。
ア
ホ
な
奴
が
い
て
私
の
肩
を
叩

い
て
き
た
。
そ
れ
を
払
っ
た
ら
そ
の
お
兄
ち
ゃ

ん
ぶ
っ
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。
４
～
５
人
に
「
や

り
す
ぎ
や
で
！
」
と
声
を
け
る
が
無
視
。 

そ
こ
で
駅
前
の
交
番
か
ら
、
淀
川
署
へ
電
話
。

厳
重
な
取
り
締
ま
り
を
申
し
出
る
。
と
こ
ろ
が

電
話
に
出
た
担
当
の
お
ま
わ
り
さ
ん
は
、
め
ん

ど
く
さ
そ
う
に
「
見
に
行
き
ま
す
。
」
と
い
う

だ
け
。
言
葉
尻
を
掴
ん
で
も
し
ょ
う
が
な
い
が
、 

実
情
を
見
に
行
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
と
い
う

の
か
。
日
頃
の
パ
ト
ー
ル
を
サ
ボ
っ
て
い
ま
す

と
自
ず
か
ら
認
め
た
よ
う
な
話
だ
。 

こ
の
調
子
で
は
警
察
署
に
怒
鳴
り
込
ん
で
も

無
意
味
。
そ
こ
で
、
警
察
は
大
阪
府
の
管
轄
だ

か
ら
、
府
議
に
同
行
し
て
も
ら
い
怒
鳴
り
込
も

う
と
考
え
、
旧
知
で
も
あ
る
淀
川
区
選
出
の
横

山
英
幸
府
議
（
維
新
）
に
電
話
。
事
情
を
ま
く

し
立
て
、
１
回
現
場
を
見
て
欲
し
い
と
頼
ん
だ
。

議
員
は
涼
し
い
声
で
「
何
回
も
見
に
行
っ
て
ま

す
よ
。
あ
と
３
月
ほ
ど
待
っ
て
く
れ
ま
せ
ん

か
。
」
と
い
う
。
詳
し
く
聞
い
た
ら
、
「
客
引

き
禁
止
条
例
」
を
作
っ
て
い
て
、
こ
の
４
月
か

ら
施
行
の
予
定
だ
と
い
う
。
普
通
は
陳
情
し
て
、

条
例
化
な
ど
５
年
く
ら
い
か
か
る
。
も
ち
ろ
ん

こ
の
件
は
誰
か
が
過
日
に
陳
情
し
、
月
日
を
か

け
て
練
り
、
完
成
し
つ
つ
あ
る
時
、
た
ま
た
ま

私
が
電
話
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
私
に
し
た
ら
、

陳
情
し
た
ら
３
ケ
月
で
条
例
を
作
っ
て
も
ら
え

る
。
と
い
う
、
涙
が
出
る
よ
う
な
話
。 

こ
れ
ぞ
地
方
議
員
の
仕
事
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
横
山
議
員
の
思
想
信
条
が
い
か
が
か
は
知

ら
な
い
。
し
か
し
ど
っ
ち
で
あ
ろ
う
が
、
重
要

な
こ
と
は
、
地
元
の
人
た
ち
の
安
心
を
素
早
く

形
に
す
る
こ
と
。
こ
の
こ
と
が
何
よ
り
も
大
事

で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
延
長
線
上
に

「
大
阪
都
」
構
想
が
あ
る
の
だ
と
思
う
。 

こ
の
話
を
、N

P
O

法
人
百
人
の
会
辻
理
事
長
に

話
し
た
ら
、
「
深
～
～
～
い
ご
理
解
、
感
謝
し

ま
す
。
」
と
言
わ
れ
た
。 
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私
も
「
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
」
と
言
わ
れ

る
と
、
「
じ
ゃ
あ
、
分
か
り
ま
し
た
か
ら
資
金

を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
、
つ
い
イ
ヤ
ミ
の
ひ

と
つ
も
言
い
た
く
な
る
（
ま
た
、
「
金
の
亡
者
」

と
言
わ
れ
そ
う
）
。
以
前
に
金
美
齢
さ
ん
と
立

ち
話
を
し
て
い
た
と
き
、
金
さ
ん
に
「
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。
」
と
声
を
か
け
た
人
が
い
た
。 

す
か
さ
ず
金
さ
ん
「
ナ
ニ
言
っ
て
ん
の
よ
、
あ

な
た
が
頑
張
る
の
よ
。
」
と
噛
み
付
い
た
の
を

思
い
出
し
た
。
フ
ィ
フ
ィ
やJ

e
lly

に
全
く
同
感
。

で
も
、
本
当
に
ヤ
バ
イ
時
は
逃
げ
よ
う
ね
。Je

lly
。

（
増
木
） 
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フ
ィ
フ
ィ
に
「
頑
張
っ
て
」
は
要
り
ま
せ
ん
。 

 

 

フ
ィ
フ
ィ
さ
ん
の
ほ
う
が
、
巷
間
の
日
本
人

よ
り
も
愛
国
心
が
あ
り
、
冷
静
に
日
本
を
見
て

い
ま
す
ね
。
私
も
以
下
の
発
言
に
同
感
。
日
本

人
自
身
が
勇
気
あ
る
１
歩
を
踏
み
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私 

も
よ
く
激
励
を
受
け
ま
す
が
、
、
そ
れ
は

そ
れ
で
大
変
嬉
し
い
こ
と
な
の
で
す
が
、
日
本

人
１
人
１
人
が
立
ち
上
が
っ
て
共
に
行
動
し
て

く
だ
さ
れ
ば
、
も
っ
と
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
運

動
に
な
る
の
に
な
ぁ
～
、
な
ん
か
人
任
せ
だ
よ

な
ぁ
・
・
・
と
思
う
こ
と
も
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
あ

り
ま
す
ね
（
そ
の
方
が
、
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ

ン
を
起
こ
さ
れ
て
い
れ
ば
別
で
す
が
）
。 

 

今
の
日
本
人
は
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
ま
で
行

動
す
る
気
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
そ

れ
ぞ
れ
様
々
な
職
種
、
立
場
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
自
己
保
身
的
な
考
え
が
、
気
概
を

失
く
し
、
逃
げ
る
こ
と
に
捉
わ
れ
て
い
る
日
本

人
が
多
数
派
を
占
め
て
い
る
以
上
、
日
本
は
良

く
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
や
っ
と
、
や
や
正
常
な
政
治
、
国
民
に
な

り
つ
つ
あ
る
予
兆
が
見
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
ま
だ
ま
だ
で
す
よ
ね
。 

 

今
の
日
本
人
は
リ
ス
ク
を
負
い
た
く
な
い
と

い
う
観
念
が
強
す
ぎ
、
す
べ
て
逃
げ
の
姿
勢
に

転
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
の
日

本
人
に
は
逃
げ
な
い
姿
勢
こ
そ
大
事
な
の
で
す
。 

 
以
下
、
フ
ィ
フ
ィ
姐
さ
ん
の
ご
く
ご
く
当
た

り
前
の
ド
正
論
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
い
つ
も
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い
た
だ
く
ん
で
す
が
、
実
は
「
頑
張

っ
て
」
と
言
わ
れ
る
た
び
に
複
雑
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
耳
の

痛
い
話
や
、
政
府
の
政
策
に
対
す
る
苦
言
を
続

け
て
い
る
と
、
そ
れ
な
り
の
圧
力
も
か
か
る
し
、

少
な
か
ら
ず
仕
事
に
支
障
が
出
る
の
は
否
め
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
発
言
を
続
け
て
ほ
し
い
と
応

援
さ
れ
る
こ
と
に
は
正
直
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。 

 

私
は
問
題
提
起
を
し
て
自
分
の
意
見
を
言
う

こ
と
ま
で
は
で
き
ま
す
が
、
日
本
を
変
え
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
も
私
の
存
在
が
不
都

合
な
ら
、
私
の
活
動
を
制
限
す
る
力
も
働
く
し
、

発
言
を
弾
圧
す
る
こ
と
も
容
易
で
す
。
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も
私
は
こ
の
国

に
お
い
て
外
国
人
で
す
。
今
は
日
本
国
籍
の
息

子
を
日
本
で
育
て
る
た
め
に
滞
在
し
て
い
ま
す

が
、
い
つ
何
時
こ
の
国
を
離
れ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
私
に
帰
国
と
い
う
選
択
肢
が
あ

る
以
上
、
当
た
り
前
の
こ
と
な
ん
で
す
。 

 

私
た
ち
外
国
人
に
と
っ
て
日
本
は
所
詮
、
外

国
。
家
族
の
事
情
で
帰
ろ
う
が
、
社
会
状
況
を

判
断
し
て
帰
ろ
う
が
、
帰
る
国
の
あ
る
外
国
人

に
は
、
選
択
す
る
自
由
が
あ
る
以
上
、
当
た
り

前
の
こ
と
で
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
の
と
き
、
帰
国
し
た
外
国
人

に
対
し
て
薄
情
だ
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
。
逆

に
考
え
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
震
災
の
一
月

前
に
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
革
命
が
起
こ
り
ま
し
た
。

不
安
定
な
情
勢
の
中
、
ど
れ
だ
け
の
日
本
人
が

エ
ジ
プ
ト
か
ら
日
本
へ
帰
国
し
た
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
日
本
人
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
外
国
人
の
こ
と
を
薄
情
だ
と
い
う
エ
ジ
プ

ト
人
は
い
ま
せ
ん
。
エ
ジ
プ
ト
人
は
、
は
じ
め

か
ら
外
国
人
に
そ
こ
ま
で
期
待
し
て
い
な
い
か

ら
で
す
。 

 

私
は
日
本
に
３
６
年
間
生
き
て
き
て
、
そ
れ

で
も
自
分
の
立
ち
位
置
を
外
国
人
だ
と
自
覚
し

て
い
ま
す
。
所
詮
は
よ
そ
の
国
の
人
間
な
ん
で

す
。
私
に
大
き
な
期
待
を
さ
れ
て
も
困
り
ま
す
。 

外
国
人
が
こ
の
国
に
対
し
無
責
任
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
は
何
ら
不
思
議
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
国
の
未
来
を
外
国
人
に
期
待
す
る
こ
と
も

間
違
っ
て
い
る
し
、
外
国
人
の
力
に
頼
っ
て
変

革
を
期
待
す
る
の
も
違
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の

未
来
は
日
本
人
で
変
え
て
い
く
べ
き
な
ん
で
す! 

 

私
は
「
頑
張
っ
て
」
の
言
葉
の
裏
に
、
ど
こ

か
他
人
ま
か
せ
な
無
責
任
さ
を
感
じ
ま
す
。
外

国
人
が
矢
面
に
立
つ
ほ
う
が
発
言
し
や
す
い
意

見
も
あ
る
と
は
言
い
ま
す
が
、
外
国
人
だ
か
ら

っ
て
発
言
す
る
の
は
楽
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
タ

ブ
ー
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
意
見
を
す
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
圧
力
が
か
か
る
し
、
リ
ス
ク
を
負
い

ま
す
。
タ
ブ
ー
に
切
り
込
む
発
言
を
す
る
に
は
、

相
当
な
忍
耐
力
を
要
し
ま
す
。
そ
れ
を
祖
国
で

も
な
い
国
の
た
め
に
、
外
国
人
が
身
を
削
っ
て

や
っ
て
く
れ
る
と
期
待
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
り

に
も
無
理
が
あ
る
の
で
す
。 

 

日
本
人
は
も
っ
と
個
の
力
を
信
じ
る
べ
き
だ

し
、
自
分
た
ち
の
未
来
へ
の
責
任
を
自
覚
す
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
日
本
人
の
た
め

の
日
本
を
、
日
本
人
の
手
で
築
く
努
力
を
す
る

べ
き
な
ん
で
す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
外
国
人
に
「
頑
張
っ
て
」
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
人
が
声
を
上
げ
て
く

だ
さ
い
。
日
本
人
自
身
が
重
い
腰
を
上
げ
な
い

限
り
、
い
く
ら
外
国
人
が
頑
張
っ
て
も
、
変
わ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
日
本
人
に
と
っ
て

で
は
な
く
、
外
国
人
に
と
っ
て
居
心
地
の
よ
い

日
本
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。 

 

私
、
外
国
人
の
政
治
参
加
は
必
要
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
外
国
人
の
声
を
吸
い
上
げ
て
、

制
度
に
反
映
す
る
こ
と
は
大
事
だ
と
は
思
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
外
国
人
が
こ
の
国
で
参
政
権

を
持
つ
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

本
当
に
日
本
の
政
治
に
参
加
し
た
い
と
い
う

な
ら
、
こ
の
国
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
を
見
せ
る

べ
き
な
ん
で
す
。
日
本
人
に
帰
化
し
て
か
ら
、

日
本
人
と
し
て
政
治
参
加
す
れ
ば
い
い
。 

 

で
も
結
局
、
今
の
日
本
を
ダ
メ
に
し
て
い
る

の
は
日
本
人
な
ん
で
す
。
自
分
さ
え
良
け
れ
ば

い
い
と
い
う
無
責
任
な
姿
勢
が
、
こ
の
国
を
ダ

メ
に
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
ら

れ
な
い
の
は
余
裕
の
な
い
こ
と
の
表
れ
。 

「
フ
ィ
フ
ィ
は
い
つ
も
日
本
の
社
会
に
不
平
不

満
を
言
っ
て
る
よ
ね
」
っ
て
印
象
を
持
つ
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

私
は
自
分
の
生
活
に
満
足
し
て
い
て
、
周
り
を

見
る
余
裕
が
あ
る
か
ら
、
発
言
し
て
い
る
ん
で

す
よ
。
そ
れ
は
歯
止
め
の
き
か
な
い
物
欲
で
は

な
く
、
精
神
的
な
満
足
感
で
す
。
自
分
が
満
足

す
れ
ば
人
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

だ
か
ら
、
ま
ず
日
本
人
が
幸
せ
に
な
れ
る
日

本
を
目
指
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば

自
然
に
外
国
人
と
う
ま
く
共
生
で
き
る
社
会
を

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
ら
。
日
本
人 

《
次
頁
一
段
目
後
ろ
半
分
へ 

→
》 
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ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明 

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
哲
学
者
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
身

に
覚
え
の
な
い
罪
状
で
公
開
裁
判
に
か
け
ら
れ

た
。「
ア
テ
ナ
イ
の
国
家
が
信
じ
る
神
々
と
は
異

な
る
神
々
を
信
じ
、
若
者
を
堕
落
さ
せ
た
」
な

ど
と
い
う
告
訴
の
背
景
に
は
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦

争
と
そ
の
後
の
暴
政
な
ど
複
雑
な
事
情
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
最
後
ま

で
自
ら
の
罪
を
認
め
ず
、
追
放
と
い
う
減
刑
も

拒
否
し
結
果
的
に
死
刑
判
決
を
受
け
る
に
至
っ

た
。 

《
下
段
頭
へ
→
》 

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝ 

《
→
前
頁
末
尾
よ
り
》 

が
満
足
し
な
い
で
、
ど
う
し
て
他
の
国
の
人

を
満
足
さ
せ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。 

「
フ
ィ
フ
ィ
は
外
国
人
に
厳
し
い
」
そ
れ
は
違

い
ま
す
。
こ
の
国
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
以
上
、
ポ
ラ
イ
ト(P

o
lite

=

礼
儀
正
し
い)

で

あ
る
べ
き
で
す
。「
フ
ィ
フ
ィ
は
在
日
外
国
人
が

嫌
い
」
そ
れ
も
違
い
ま
す
。
私
だ
っ
て
在
日
外

国
人
。「
在
日
が
嫌
い
な
ん
じ
ゃ
な
い
、
反
日
が

嫌
い
な
だ
け
」
日
本
が
嫌
い
で
、
こ
の
国
に
居

座
っ
た
り
、
す
り
寄
っ
た
り
す
る
こ
と
の
矛
盾

を
指
摘
し
て
い
る
だ
け
で
す
。 

 

こ
の
「
当
た
り
前
の
こ
と
」
を
言
え
な
い
今

の
日
本
は
、
や
っ
ぱ
り
異
常
で
す
。
ど
こ
か
間

違
っ
た
方
向
に
進
ん
で
い
る
ん
で
す
よ
。 

 

私
は
や
っ
ぱ
り
日
本
が
好
き
だ
か
ら
、
日
本

に
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
祖
国
エ
ジ
プ
ト
に
帰

る
こ
と
は
い
つ
だ
っ
て
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の

国
が
大
好
き
だ
か
ら
日
本
に
住
ん
で
い
ま
す
。

辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、
そ
れ
以
上
に
私
を

支
え
て
く
れ
た
人
々
の
顔
し
か
思
い
浮
か
び
ま

せ
ん
。 

《
→
上
段
中
央
よ
り
》 

神
事
の
忌
み
に
よ
る
猶
予
の
間
に
弟
子
の
プ

ラ
ト
ン
ら
に
よ
っ
て
逃
亡
・
亡
命
も
勧
め
ら
れ
、

ま
た
牢
番
も
彼
が
い
つ
で
も
逃
げ
ら
れ
る
よ
う

鉄
格
子
の
鍵
を
開
け
て
い
た
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス

は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
票
決
に
反
し
て
亡
命
す

る
と
い
う
不
正
を
お
こ
な
う
よ
り
も
、
死
に
殉

ず
る
道
を
選
ん
だ
と
さ
れ
る
。
こ
れ
を
嘆
い
た

プ
ラ
ト
ン
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
代
わ
り
弁
明
し
た

の
が
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
弁
明
』
と
い
う
本
で
あ

る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
や
プ
ラ
ト
ン
の
心
境
を
現
在

の
日
本
人
は
ど
う
見
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
の
意
味 

 

七
年
近
く
の
戦
勝
国
に
よ
る
軍
事
占
領
の
後
、

日
本
と
戦
勝
国
と
の
間
で
平
和
条
約
が
結
ば
れ

た
。
こ
の
条
約
が
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
講

和
が
成
立
し
、
日
本
は
独
立
を
回
復
し
た
の
で

あ
る
。
昭
和2

0

年8

月
に
戦
闘
行
為
は
終
結

し
た
が
、
軍
事
占
領
即
ち
戦
争
は
継
続
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
講
和
成
立
と
同
時
に
占
領
中
の

す
べ
て
の
指
令
等
は
そ
の
効
力
を
失
う
と
い
う

の
が
国
際
法
上
の
原
則
で
あ
る
。
こ
の
原
則
に

従
え
ば
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判
は
無
効
と
な
り

日
本
が
こ
の
裁
判
に
従
う
必
要
は
な
い
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
従
い
日
本
が
戦
犯
を
直
ち
に
釈
放

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
を
防
止
す
る
為
戦

勝
国
は
第1

1

条
を
設
定
し
た
の
で
あ
る
。 

 

独
立
を
回
復
し
た
当
時
、
日
本
政
府
や
国
会

も
こ
の
条
文
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
。
従
っ

て
所
謂
「A

級
戦
犯
」
と
言
わ
れ
た
人
々
も
、

正
当
な
国
際
的
、
国
内
的
手
続
き
を
経
て
釈
放

さ
れ
て
い
る
。
終
身
禁
固
刑
の
賀
屋
興
宣
は
後

日
、
第
三
次
池
田
内
閣
の
法
相
に
な
り
、
禁
固

七
年
の
重
光
葵
は
鳩
山
内
閣
で
副
総
理
・
外
相

と
な
り
、
日
本
の
国
連
加
盟
が
承
認
さ
れ
た
第

1
1

回
国
連
総
会
に
は
日
本
代
表
と
し
て
出
席

し
代
表
演
説
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
を
裁
い
た

戦
勝
国
側
か
ら
こ
の
件
に
関
し
異
議
は
一
切
出

さ
れ
な
か
っ
た
。
戦
勝
国
側
も
日
本
政
府
と
同

じ
く
国
際
法
の
原
則
を
理
解
し
て
い
た
確
か
な

証
拠
で
は
な
い
か
。 

 

外
務
省
の
犯
し
た
大
罪 

 

敗
戦
直
後
の
日
本
の
政
治
家
は
シ
ナ
や
コ
リ

ア
に
対
し
卑
屈
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
時
間

が
立
つ
に
つ
れ
卑
屈
度
が
増
し
て
来
て
い
る
。

講
和
条
約
第

1
1

条
に
つ
い
て
の
外
務
省
の
解

釈
が
変
わ
っ
て
来
た
こ
と
に
、
そ
の
原
因
の
一

つ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
外
務
省
は
い
つ
の

間
に
か
「
裁
判
」
と
「
判
決
」
を
混
同
し
、
不

勉
強
な
政
治
家
を
洗
脳
し
て
来
た
。
そ
の
結
果

が
現
在
の
日
本
の
卑
屈
外
交
な
の
で
あ
る
。 

 

第

1
1

条
で
は
「
極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
並

び
に
日
本
国
内
及
び
国
外
の
他
の
連
合
国
戦
争

犯
罪
法
廷
の
諸
判
決
を
受
諾
」
と
あ
る
が
、
こ

れ
を
外
務
省
は
「
戦
争
犯
罪
法
廷
の
裁
判
を
受

諾
」
と
意
図
的
に
誤
訳
し
て
い
る
。
原
文
を
見

る
と
問
題
の
個
所
は
「tria

l

」
で
は
な
く

「ju
d
g
e
m

e
n

ts

（
複
数
形
）
」
な
の
で
明
ら
か

に
「
裁
判
」
で
は
な
く
「
諸
判
決
」
な
の
で
、

外
務
省
の
悪
意
が
透
け
て
見
え
る
。
そ
の
経
緯

を
見
る
と
昭
和

6
0

年
、
衆
議
院
外
務
委
員
会

で
社
会
党
の
土
井
た
か
子
議
員
の
質
問
に
答
え
、

小
和
田
条
約
局
長
が
「
日
本
外
交
は
極
東
国
際

軍
事
裁
判
の
“
平
和
に
対
す
る
罪
”
を
背
負
っ

た
ハ
ン
デ
イ
キ
ャ
ッ
プ
外
交
で
あ
る
」
と
答
弁

し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
日
本
は
公
式
に
東
京
裁

判
に
つ
い
て
納
得
し
て
い
る
と
は
一
言
も
い
っ

て
い
な
い
。
た
だ
個
々
の
被
告
に
対
す
る
「
判

決
」
は
認
め
刑
期
の
残
っ
て
い
る
も
の
の
服
役

は
継
続
さ
せ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
国

会
で
与
野
党
一
致
で
「
戦
争
犯
罪
に
よ
る
受
刑

者
の
釈
放
に
関
す
る
決
議
」
を
行
い
最
終
的
に

日
本
に
は
戦
犯
は
い
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

シ
ナ
や
コ
リ
ア
に
東
京
裁
判
を
論
じ
る
資
格

は
な
い 

 

コ
リ
ア
は
日
本
と
戦
っ
た
訳
で
は
な
く
東
京

裁
判
を
論
じ
る
資
格
は
な
い
。
シ
ナ
に
関
し
て

は
当
時
、
国
を
代
表
し
て
い
た
の
は
戦
勝
国
の

一
員
で
あ
っ
た
中
華
民
国
政
府
で
あ
っ
た
。
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
締
結
の
翌
年
、
中

華
民
国
と
の
間
に
平
和
条
約
を
締
結
し
て
い
る

が
、
東
京
裁
判
に
つ
い
て
特
別
の
言
及
は
な
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
条
約
に
付
属
す
る
議
定
書C

項
で
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
の
第

1
1

条
は
「
こ
の
条
約
の
実
施
か
ら
除
外
す
る
」
と

わ
ざ
わ
ざ
断
っ
て
い
る
。
戦
犯
に
つ
い
て
特
に

重
要
視
す
る
と
思
わ
れ
た
中
華
民
国
は
こ
れ
を

一
切
問
題
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
現
在
の
中
共

政
権
が
東
京
裁
判
に
つ
い
て
と
や
か
く
言
う
権

限
・
資
格
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
シ
ナ
・
コ

リ
ア
か
ら
何
か
言
っ
て
来
て
も
日
本
は
取
り
合

わ
な
け
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。 

 

日
本
の
弁
明
を
な
す
べ
き
も
の
は
誰
か
？ 

 

東
京
裁
判
で
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
た
所
謂
戦

犯
も
日
本
は
国
と
し
て
正
式
に
戦
犯
と
し
て
認

め
て
い
な
い
。
処
刑
さ
れ
た
所
謂
「A

級
戦
犯
」

も
戦
犯
で
は
な
く
「
公
務
死
」
と
さ
れ
靖
国
神

社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る
。 

現
在
、
我
々
日
本
人
は
プ
ラ
ト
ン
と
な
り
、

日
本
国
の
名
誉
を
回
復
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
為
に
は
日
本
人
自
身
が
日
本
の
真
の
歴

史
・
国
家
理
念
を
心
底
か
ら
理
解
す
る
こ
と
で

あ
る
。
周
り
に
反
日
自
虐
日
本
人
が
居
れ
ば
正

し
い
情
報
を
与
え
彼
ら
の
洗
脳
を
解
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
ま
ず
手
始
め
に
家
族
・
友
人
・
知
人

に
話
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
。
そ
の
小
さ
な
努

力
が
大
き
な
成
果
と
な
り
日
本
の
名
誉
は
回
復

さ
れ
る
と
考
え
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。 
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日
本
人
に
と
っ
て
ゼ
ロ
戦
は
、
栄
光
と
悲
劇

の
物
語
と
し
て
、
こ
の
先
も
何
代
も
何
代
も
語

り
継
が
れ
る
「
永
遠
の
０
」
で
あ
ろ
う
。 

 

ゼ
ロ
戦
を
テ
ー
マ
に
し
た
２
つ
の
映
画
・
宮

崎
駿
ア
ニ
メ
「
風
立
ち
ぬ
」
と
百
田
尚
樹
原
作

「
永
遠
の
０
」
を
見
た
。 

●
２
つ
を
見
比
べ
て
の
映
画
評
（
雑
感
） 

 
 

百
田
尚
樹
原
作
「
永
遠
の
０
」1

0
0

点 

 
 

宮
崎
駿
ア
ニ
メ
「
風
立
ち
ぬ
」 

3
0

点 

 

●
特
攻
に
批
判
的
だ
っ
た
天
才
的
パ
イ
ロ
ッ
ト

の
死 

 

百
田
尚
樹
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説
「
永
遠
の

０
」
を
読
み
、
映
画
を
見
た
。 

 

主
人
公
の
宮
部
久
蔵
は
天
才
的
な
技
量
を
も

つ
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
あ
っ
た
が
、
内
地
の
妻
や
娘

の
た
め
絶
対
に
死
な
な
い
と
い
う
信
念
を
も
っ

て
い
た
た
め
、
数
十
機
が
入
り
乱
れ
る
空
中
戦

（
乱
戦
）
で
は
、
列
機
と
共
に
高
空
で
流
れ
弾

を
さ
け
て
い
た
た
め
、
被
弾
し
た
こ
と
が
一
度

も
な
く
、
そ
の
た
め
、
逃
げ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
海
軍
一
の
臆
病
者
で
は
な
い
か
と
の
風

評
が
あ
っ
た
。 

 

小
説
は
、
孫
に
あ
た
る
佐
伯
堅
太
郎
が
祖

父
・
宮
部
久
蔵
が
い
か
な
る
人
物
で
あ
っ
た
か

を
旧
海
軍
関
係
者
を
訪
ね
、
調
べ
て
い
く
経 

過
を
描
い
て
ゆ
き
、
読
者
に
、
真
珠
湾
攻
撃
、

ゼ
ロ
戦
の
初
陣
、
ミ
ッ
ド
ウ
エ
イ
の
敗
戦
か
ら

ラ
バ
ウ
ル
、
特
攻
へ
と
、
ゼ
ロ
戦
の
栄
光
と
悲

劇
を
物
語
っ
て
い
く
。 

 

読
ん
で
い
く
う
ち
、
読
者
は
宮
部
久
蔵
の
人

格
の
高
さ
と
家
族
の
も
と
に
生
き
て
帰
ろ
う
と

い
う
愛
の
思
い
に
共
感
し
て
い
く
。
彼
は
列
機

の
部
下
を
空
戦
で
死
な
な
い
よ
う
に
守
っ
て
き

た
し
、
部
下
に
「
お
前
が
死
ん
だ
ら
悲
し
む
家 

族
は
い
な
い
の
か
。
絶
対
に
死
ぬ
な
。
命
を
大

切
に
せ
よ
」
と
諭
す
。 

 

特
攻
に
も
批
判
的
で
あ
っ
た
。
宮
部
は
特
攻

志
願
兵
の
訓
練
を
行
う
が
、
彼
ら
の
飛
行
技
術

に
わ
ざ
と
落
第
点
を
つ
け
、
で
き
る
だ
け
出
撃

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
ら
し
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
宮
部
が
終
戦
直
前
、
特
攻
に
志

願
し
、
鹿
屋
飛
行
場
か
ら
特
攻
に
出
撃
、
米
空

母
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
に
突
入
し
て
散
華
す
る
。

享
年
２
６
才
で
あ
っ
た
。 

 
以
下
、
こ
の
と
き
の
突
入
状
況
を
描
い
た
、

こ
の
小
説
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
部
分
を
抜
粋
紹
介
す

る
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

●
空
母
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
に
突
入 

 

ゼ
ロ
が
４
０
０
０
ヤ
ー
ド
ま
で
近
づ
い
た
時
、

４
０
ミ
リ
機
銃
が
一
斉
に
火
を
噴
い
た
。
た
っ

た
１
機
の
飛
行
機
に
何
千
発
も
の
機
銃
弾
が
撃

ち
込
ま
れ
る
の
だ
。
機
銃
ご
と
に
色
違
い
に
な

っ
た
無
数
の
曳
痕
弾
が
ゼ
ロ
に
向
か
っ
て
飛
ん

で
い
く
。 

 

つ
い
に
ゼ
ロ
が
火
を
噴
く
の
が
見
え
た
。
や

っ
た
ぞ
、
と
俺
は
叫
ん
だ
。
黒
煙
を
吐
い
た
ゼ

ロ
は
い
き
な
り
急
上
昇
し
た
。
機
銃
員
た
ち
は

慌
て
て
そ
の
後
を
追
っ
た
が
、
鋭
い
動
き
に
つ

い
て
行
け
な
か
っ
た
。 

 

ゼ
ロ
は
燃
え
な
が
ら
上
昇
し
、
機
体
を
捻
っ

て
背
面
に
な
っ
た
。 

 

そ
し
て
空
母
上
空
に
達
す
る
と
、
背
面
の
ま
ま
、

逆
落
と
し
に
落
ち
て
来
た
。
俺
た
ち
は
な
す
術

も
な
く
、
悪
魔
が
上
空
か
ら
降
り
て
来
る
の
を

見
て
い
た
。
あ
ん
な
急
降
下
は
一
度
も
見
た
こ

と
が
な
い
。
い
や
、
燃
え
る
飛
行
機
に
あ
ん
な

動
き
が
で
き
る
の
か
。 

 

ゼ
ロ
は
ま
さ
に
直
角
に
落
ち
て
き
た
。
命
中

の
瞬
間
、
俺
は
目
を
つ
む
っ
た
。
ゼ
ロ
は
飛
行

甲
板
の
真
ん
中
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
も
の
す
ご
い

音
が
し
た
が
、
爆
弾
は
炸
裂
し
な
か
っ
た
。
不

発
だ
っ
た
ん
だ
。
ゼ
ロ
は
甲
板
の
真
ん
中
で
燃

え
て
い
た
。
周
り
に
は
飛
び
散
っ
た
ゼ
ロ
の
破 

片
が
散
乱
し
て
い
た
。
後
に
な
っ
て
何
人
か
の

水
兵
に
聞
い
た
が
、
ゼ
ロ
は
甲
板
に
ぶ
つ
か
る

直
前
、
翼
が
吹
き
飛
ん
だ
と
い
う
。 

 

俺
た
ち
は
全
員
、
声
も
出
な
い
ほ 

ど
震
え
て
い
た
。
甲
板
に
は
ゼ
ロ
の 

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ち
ぎ
れ
た
上
半
身
が 

あ
っ
た
。
そ
れ
は
悪
魔
で
は
な
か
っ 

た
。
俺
た
ち
と
同
じ
人
間
だ
っ
た
。 

誰
か 

が
大
声
で
叫
び
な
が
ら
、
そ
の
死
体 

に
拳
銃
を
撃
っ
た
。 

 

甲
板
の
火
は
ま
も
な
く
消
し
止
め 

ら
れ
た
。
そ
こ
に
艦
長
が
降
り
て
き 

た
。 

艦
長
は
半
分
に
ち
ぎ
れ
た
遺 

体
を
じ
っ
と
見
て
い
た
が
、
そ
の
遺 

体
に
向
か
っ
て
言
っ
た
。 

「
我
が
軍
の
優
秀
な
追
撃
戦
闘
機
と 

対
空
砲
火
を
く
ぐ
り
抜
け
、
よ
く
ぞ 

こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
」 

 

そ
の
思
い
は
俺
た
ち
も
同
じ
だ
っ 

た
。
こ
の
ゼ
ロ
は
俺
た
ち
の
猛
烈
な 

対
空
砲
火
を
見
事
に
突
破
し
た
。
艦 

長
は
皆
に
向
か
っ
て
、
大
き
な
声
で 

こ
う
言
っ
た
。 

「
我
々
は
こ
の
男
に
敬
意
を
表
す
べ 

き
だ
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
明
朝
、 

水
葬
に
付
し
た
い
」 

 

周
囲
の
男
達
に
動
揺
が
走
っ
た
。 

俺
も
驚
い
た
し
、
と
ん
で
も
な
い
こ 

と
だ
と
思
っ
た
。
も
し
こ
の
男
の
爆 

弾
が
不
発
で
な
か
っ
た
ら
、
我
々
の
何
人
か
は

死
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
し
か
し
艦

長
は
我
々
を
睨
み
つ
け
た
。
そ
れ
は
「
こ
の
決

定
に
は
口
を
挟
ま
せ
な
い
ぞ
」
と
い
う
目
だ
っ

た
。
我
々
は
飛
び
散
っ
た
遺
体
を
集
め
た
。
そ

の
時
、
誰
か
が
日
本
兵
の
胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
１

枚
の
写
真
を
取
り
出
し
た
。 

「
赤
ん
坊
だ
」
そ
の
声
に
、
皆
が
写
真
を
覗
き

込
ん
だ
。
俺
も
見
た
。
着
物
を
着
た
女
が
赤
ん

坊
を
抱
い
て
い
る
写
真
だ
っ
た
。 

「
く
そ
っ
。
俺
に
も
ガ
キ
が
い
る
ん
だ
！
」 
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ル
ー
・
ア
ン
バ
ー
ソ
ン
曹
長
が
吐
き
捨
て
る
よ

う
に
い
っ
た
。
そ
れ
か
ら
写
真
を
丁
寧
に
遺
体

の
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
返
し
た
。
そ
し
て
部
下
の
水

兵
た
ち
に
言
っ
た
。
「
一
緒
に
葬
っ
て
や
れ
」 

 

遺
体
は
白
い
布
で
く
る
ま
れ
、
艦
橋
下
の
待

機
所
に
安
置
さ
れ
た
。
俺
は
遺
体
を
く
る
む
時
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
開
い
て
い
た
目
を
閉
じ
て
や
っ

た
。
怖
か
っ
た
顔
が
優
し
い
顔
に
な
っ
た
の
を

覚
え
て
い
る
。 

 

ゼ
ロ
の
残
骸
は
海
に
投
棄
さ
れ
た
。
コ
ク
ピ

ッ
ト
に
残
っ
て
い
た
遺
体
の
半
分
は
取
り
出
す

こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
投
棄
さ
れ
た
。
ゼ

ロ
が
抱
い
て
い
た
爆
弾
も
信
管
が
抜
か
れ
、
同

じ
よ
う
に
投
棄
さ
れ
た
。 

 

翌
朝
、
手
空
き
の
総
員
が
甲
板
に
集
ま
っ
た
。 

今
で
は
、
あ
の
時
の
艦
長
の
態
度
は
立
派
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
艦
長
の
息
子
は
真
珠
湾
で

戦
死
し
た
と
知
っ
た
の
は
戦
後
だ
。
そ
れ
を
聞

い
て
、
尚
の
こ
と
、
あ
の
時
の
艦
長
は
立
派
だ

っ
た
と
思
っ
た
。 

一
夜
空
け
る
と
、
我
々
の
ほ
と
ん
ど
の
名
も

知
ら
ぬ
日
本
人
に
敬
意
を
抱
い
て
い
た
。 

 

特
に
パ
イ
ロ
ッ
ト
た
ち
は
、
彼
に
対
し
て
畏

怖
の
念
さ
え
持
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
彼
ら
が
言

う
に
は
、
ゼ
ロ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
レ
ー
ダ
ー
に

捕
捉
さ
れ
な
い
よ
う
に
何
百
キ
ロ
も
海
面
す
れ

す
れ
を
飛
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。
そ
れ
に
は
超
人
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
集

中
力
、
そ
し
て
勇
気
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

「
奴
は
本
物
の
エ
ー
ス
だ
」
と
レ
ヴ
ィ
ン
ソ

ン
中
尉
が
言
っ
た
。
レ
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
中
尉
は
「
タ

イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
」
の
エ
ー
ス
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
っ

た
。
多
く
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
頷
い
た
。
「
日
本

に
サ
ム
ラ
イ
が
い
た
と
す
れ
ば
─
─
奴
が
そ
う

だ
」
俺
も
そ
う
だ
と
思
っ
た
。
し
か
し
こ
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
が
サ
ム
ラ
イ
な
ら
俺
た
ち
も
ナ
イ
ト

で
あ
り
た
い
。 

 

手
空
き
の
総
員
が
甲
板
に
整
列
す
る
中
、
艦

長
以
下
、
士
官
の
挙
手
の
礼
に
送
ら
れ
て
、
白

布
に
く
る
ま
れ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
遺
体
は
甲
板

か
ら
海
中
に
滑
り
落
と
さ
れ
た
。
遺
体
は
、
ゆ

っ
く
り
と
海
の
底
に
沈
ん
で
い
っ
た
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

Ｐ
Ｓ 

 

●
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
に
突
入
し
た
特
攻
機 

 

 

む
ろ
ん
、
こ
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
は
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
っ
て
事
実
で
は
な
い
。
作
者
が
架
空
の

人
物
の
、
こ
の
物
語
の
主
人
公
・
宮
部
久
蔵
の

最
期
を
敬
意
を
こ
め
て
弔
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

し
か
し
、
神
風
特
攻
で
同
じ
よ
う
な
事
実
が

あ
る
。
航
空
母
艦
「
タ
イ
コ
ン
デ
ロ
ガ
」
も
沖

縄
戦
で
特
攻
攻
撃
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
の
エ

ピ
ロ
ー
グ
は
、
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
に
突
入
し
た
零

戦
の
、
以
下
の
実
話
を
も
と
に
描
か
れ
て
い
る
。 

 

昭
和
２
０
年
４
月
１
１
日
、
沖
縄
戦
で
石
野

二
飛
曹
は
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
に
突
入
し
た
。 

爆
弾
は
不
発
だ
っ
た
ら
し
い
。
甲
板
に
残
さ
れ

た
石
野
二
飛
曹
の
遺
体
は
、
ミ
ズ
ー
リ
艦
長
の

異
例
の
配
慮
で
、
白
布
く
る
ま
れ
翌
日
水
葬
に

付
さ
れ
て
い
る
。 

 

●
永
遠
の
０ 

 

日
本
人
に
と
っ
て
ゼ
ロ
戦
は
、
栄
光
と
悲
劇

の
物
語
と
し
て
、
こ
の
先
も
何
代
も
何
代
も
語

り
継
が
れ
る
「
永
遠
の
０
」
で
あ
ろ
う
。 

 

神
風
特
攻
が
戦
術
的
に
正
し
い
か
と
い
え
ば
、

間
違
っ
て
い
る
に
決
ま
っ
て
い
る
。
戦
争
を
あ

り
て
い
に
言
え
ば
、
自
分
は
死
な
ず
、
敵
を
殺

す
こ
と
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
。 

 
 

 

ゼ
ロ
戦
の
歴
史
は
栄
光
と
悲
劇
の
歴
史
で
あ

る
。 開

戦
当
時
の
無
敵
の
戦
闘
機
は
や
が
て
爆
弾 

を
抱
え
て
敵
艦
め
が
け
て
体
当
た
り
す
る
悲
劇

の
戦
闘
機
と
な
っ
た
。
小
説
の
主
人
公
・
宮
部

久
蔵
は
特
攻
を
否
定
し
な
が
ら
、
最
後
は
特
攻

隊
へ
志
願
し
、
敵
空
母
に
体
当
た
り
す
る
。
こ

の
こ
と
で
、
作
者
の
百
田
尚
樹
は
一
切
の
思
想

を
ま
じ
え
ず
、
日
本
人
と
は
何
か
を
描
い
た
の

だ
と
思
う
。 

 

ア
メ
リ
カ
軍
の
物
量
に
圧
倒
さ
れ
、
飛
行
機
、

艦
船
と
優
秀
な
乗
組
員
を
失
っ
て
も
、
祖
国
日

本
を
守
る
た
め
に
、
最
愛
の
家
族
を
守
る
た
め

に
自
分
の
命
を
犠
牲
に
し
て
も
、
と
い
う
思
い

が
特
攻
を
生
ん
だ
の
だ
。 

 

自
分
の
身
を
犠
牲
に
し
て
も
忠
義
を
全
う
し

よ
う
と
し
た
忠
臣
蔵
の
赤
穂
義
士
の
よ
う
な
精

神
が
特
攻
を
生
ん
だ
の
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
日

本
の
歴
史
が
育
ん
だ
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
も
知
れ
な
い
。 

 

戦
後
、
平
和
な
世
の
中
で
特
攻
を
批
判
す
る

の
は
た
や
す
い
。 

ま
た
、
批
判
す
る
自
分
は
平
和
主
義
者
で
レ

ベ
ル
が
高
い
人
間
だ
と
い
う
錯
覚
も
楽
し
め
る
。

だ
が
、
先
の
大
戦
が
な
ぜ
お
き
た
の
か
を
世
界

史
の
観
点
で
見
る
と
、
ち
が
っ
た
風
景
が
見
え

て
く
る
。
戦
後
ア
ジ
ア
諸
国
は
欧
米
の
植
民
地

か
ら
す
べ
て
脱
し
た
。
こ
れ
が
大
東
亜
戦
争
の

歴
史
結
果
で
あ
る
。 

 

左
翼
思
想
の
宮
崎
駿
は
こ
う
い
う
風
景
が
見

え
な
い
の
で
、
ゼ
ロ
戦
の
設
計
者
を
私
的
恋
愛

ド
ラ
マ
の
主
人
公
に
す
り
か
え
、
平
和
主
義
者

に
仕
立
て
た
。
だ
が
、
な
ん
と
い
う
偽
善
、
な

ん
と
い
う
薄
っ
ぺ
ら
な
ス
ト
ー
リ
ー
だ
ろ
う
。 

 

本
当
の
愛
を
語
っ
た
の
は
、
そ
し
て
平
和
を

訴
え
た
の
は
、
宮
崎
駿
の
「
風
立
ち
ぬ
」
で
は

な
く
、
百
田
尚
樹
の
「
永
遠
の
０
」
だ
っ
た
。

私
は
、
「
風
立
ち
ぬ
」
を
見
て
一
粒
の
涙
も
流

さ
な
か
っ
た
が
。 

 
左
翼
思
想
の
持
ち
主
に
あ
の
戦
争
を
語
る
資

格
は
な
い
。
左
翼
は
常
に
己
の
人
間
性
の
低
さ

を
棚
に
上
げ
、
己
を
神
の
立
場
に
置
い
て
、
人
々

に
説
教
を
垂
れ
る
偽
善
者
で
あ
る
か
ら
だ
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

永
遠
の
０
を
批
判
さ
れ
る
人
も
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
中
山
氏
の
批
評
に
は
ち
ょ
っ
と
反

論
で
き
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
増
木
） 

知
覧
か
ら
平
和
を
祈
る 

 
 

～
永
遠
の0

(

ゼ
ロ)

を
観
て
～ 

和
歌
山
県
防
衛
協
会
青
年
部
会 

柳
岡
克
子 

平
成2

6

年1

月1
8

日 
  

1

月
に
、
百
田
尚
樹
さ
ん
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小

説
「
永
遠
の0

(

ゼ
ロ)

」
の
映
画
を
観
ま
し
た
。

「V
6

」
の
岡
田
准
一
主
演
、
山
崎
貴
監
督
が
映

画
化
し
た
作
品
で
す
。 

司
法
試
験
に
落
ち
続
け
、
人
生
の
目
標
を
失

い
か
け
た
佐
伯
健
太
郎
（
三
浦
春
馬
）
と
フ
リ

ー
ラ
イ
タ
ー
の
姉
慶
子
（
吹
石
一
恵
）
は
、
実

の
祖
父
だ
と
思
っ
て
い
た
賢
一
郎
（
夏
八
木
勲
）

と
は
血
の
つ
な
が
り
が
な
く
、
本
当
の
祖
父
は

太
平
洋
戦
争
で
特
攻
に
よ
り
戦
死
し
た
宮
部
久

蔵
（
岡
田
准
一
）
と
い
う
人
物
で
あ
る
こ
と
を

賢
一
郎
の
妻
松
乃
（
井
上
真
央
）
の
死
後
し
ば

ら
く
し
て
知
り
ま
す
。 

祖
父
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
元
戦
友
た
ち
を

訪
ね
始
め
た2

人
は
、
宮
部
は
「
生
き
て
妻
の
も

と
へ
帰
る
」
と
公
言
し
続
け
た
凄
腕
の
零
戦
パ

イ
ロ
ッ
ト
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ

ん
な
宮
部
が
な
ぜ
特
攻
に
志
願
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
や
が
て
戦
後6

0

年
（
原
作2

0
0

6

年
）

に
わ
た
り
封
印
さ
れ
き
た
驚
き
の
事
実
が
隠
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

神
風
特
攻
隊
と
は
、
零
戦
に2

5
0

㎏
爆
弾
を

抱
か
せ
て
体
当
た
り
て
突
撃
し
敵
を
や
っ
つ
け

る
の
で
す
。
戦
火
が
悪
化
し
帰
り
の
燃
料
も
積

め
ず
突
撃
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
若
い
隊
員

は
、
死
を
覚
悟
の
上
、
国
の
た
め
に
と
自
ら
志

願
し
特
攻
で
尊
い
命
を
失
い
ま
し
た
。 

百
田
さ
ん
は
、
戦
争
を
経
験
し
た
世
代
と
子

ど
も
の
世
代
を
つ
な
ぐ
作
品
を
描
き
た
い
と
考

え
、9

0
8

人
が
特
攻
出
撃
し
た
、
鹿
屋
（
か
の

や
）
基
地
を
映
画
の
舞
台
に
取
り
入
れ
た
そ
う

で
す
。 

 
2

月7

日
、8

日
和
歌
山
県
防
衛
協
会
青
年
部

の
冬
季
研
修
と
し
て
、
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
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基
地
を
見
学
し
ま
し
た
。
鹿
屋
航
空
基
地
は
、

知
覧
か
ら
は
鹿
児
島
湾
を
挟
ん
で
大
隅
半
島
側

に
あ
り
、
昭
和1

1

年
鹿
屋
海
軍
航
空
隊
に
始
ま

り
多
く
の
戦
闘
に
参
戦
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に

従
事
し
、
捧
げ
た
尊
い
命
を
悼
み
、
多
く
の
歴

史
を
伝
え
る
た
め
、
昭
和4

7

年
に
史
料
館
を
設

立
し
、
平
成5
年
に
は
、
改
め
て
旧
海
軍
航
空
隊

の
興
亡
の
軌
跡
と
、
戦
後
の
海
上
自
衛
隊
航
空

部
隊
の
歩
み
を
伝
え
、
国
を
守
る
こ
と
を
わ
か

り
や
す
く
理
解
で
き
る
よ
う
、
新
史
料
館
を
開

設
し
ま
し
た
。 

館
内
に
は
旧
日
本
海
軍
創
設
期
か
ら
第
二
次

大
戦
に
い
た
る
ま
で
の
貴
重
な
資
料
の
ほ
か
、

「
永
遠
の
０
」
に
も
登
場
す
る
「
零
式
艦
上
戦

闘
機
五
二
型
」
、
特
攻
隊
員
の
遺
影
や
遺
書
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も

１
階
で
は
、
海
上
自
衛
隊
の
活
動
状
況
が
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

鹿
屋
を
後
に
し
て
、
噴
火
し
て
い
る
桜
島
を

見
学
し
、
翌
日
、
知
覧
特
攻
平
和
会
館
へ
行
き

ま
し
た
。 

こ
ち
ら
の
方
が
有
名
な
だ
け
に
観
光
客
も
多

く
、
人
で
一
杯
で
し
た
。
ま
ず
語
り
部
に
よ
る

特
攻
の
歴
史
背
景
と
特
攻
隊
員
の
遺
書
・
手
紙

な
ど
の
特
色
に
つ
い
て3

0

分
間
ほ
ど
解
説
を

聞
き
ま
し
た
。
そ
レ
か
ら
後
、
資
料
館
を
回
り

ま
し
た
。 

鹿
屋
と
同
じ
よ
う
な
隊
員
の
遺
影
と
家
族
・

知
人
に
残
し
た
遺
書
・
手
紙
・
辞
世
・
絶
筆
等

が
展
示
し
て
あ
り
一
つ
一
つ
時
間
の
許
す
限
り

読
み
ま
し
た
。 

 

映
画
で
突
撃
の
シ
ー
ン
を
観
て
い
た
の
で
、

死
を
覚
悟
し
て
国
の
た
め
、
家
族
の
た
め
戦
っ

て
く
れ
た
若
き
隊
員
の
心
の
内
を
思
う
と
涙
が

あ
ふ
れ
て
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
素
晴
ら
し

い
日
本
の
繁
栄
を
祈
り
な
が
ら
逝
っ
た
人
。
愛

す
る
恋
人
や
妻
や
子
に
宛
て
た
手
紙
。
特
に
感

動
し
た
の
は
、
母
へ
の
思
い
を
綴
っ
た
感
謝
の

手
紙
で
し
た
。 

そ
の
中
で
一
つ 

「
母
を
慕
い
て
」 

と
い
う
継
母
へ
の
手
紙
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

相
花
信
夫 

（
少
尉 

昭
和2

0

年5

月4

日
出
撃
戦
死 

宮

城
県
出
身1

8

歳
） 

母
上
様
御
元
気
で
す
か 

永
い
間
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

我
六
歳
の
時
よ
り
育
て
下
さ
れ
し
母 

継
母
と
は
言
え
世
の
此
の
種
の
母
に
あ
る
如
き 

不
祥
事
は
一
度
た
り
と
て
な
く 

慈
し
み
育
て
下
さ
れ
し
母 

有
難
い
母 

尊
い
母 

俺
は
幸
福
で
あ
っ
た 

つ
い
に
最
後
迄
「
お
母
さ
ん
」
と
呼
ば
ざ
り
し

俺 幾
度
か
思
い
切
っ
て
呼
ば
ん
と
し
た
が 

何
と
意
志
薄
弱
な
俺
だ
っ
た
ろ
う 

母
上
お
許
し
下
さ
い 

さ
ぞ
淋
し
か
っ
た
で
し
ょ
う 

今
こ
そ
大
声
で
呼
ば
し
て
頂
き
ま
す 

お
母
さ
ん 

お
母
さ
ん 
お
母
さ
ん
と 

  

午
後
か
ら
は
、
薩
摩
伝
承
館
と
い
う
薩
摩
の

歴
史
と
文
化
を
伝
え
る
美
術
館
で
海
外
と
の
交

易
で
使
っ
た
と
さ
れ
る
伝
統
工
芸
品
の
数
々
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

夕
方
、
指
宿
で
砂
風
呂
の
砂
に
埋
も
れ
、
天

候
も
良
く
穏
や
か
な
海
を
眺
め
、
は
る
か
遠
く

に
散
っ
て
い
っ
た
若
き
命
に
思
い
を
は
せ
ま
し

た
。 戦

争
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
え
る
中
、
語
り

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
歴
史
の
重
み

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
英
霊
た
ち
が
願
っ

て
い
た
素
晴
ら
し
い
日
本
の
平
和
が
続
き
ま
す

よ
う
に
と
祈
り
ま
し
た
。 

 

 

「
安
重
根
記
念
館
」
に
つ
い
て
思
う
こ
と 

堺
市
議
会
議
員 

水
ノ
上 

成
彰F

B

よ
り 

  

2
0

1
4

年1

月2
2

日  
 
 1

 

月1
9

日
中
国
の
ハ
ル
ピ
ン
駅
に
初
代
内

閣
総
理
大
臣
で
あ
る
伊
藤
博
文
を
暗
殺
し
た
安

重
根
を
た
た
え
る 

「
安
重
根
義
士
記
念
館
」 

が
開
設
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
日
本
政
府
は

「
安
重
根
は
我
が
国
の
初
代
首
相
を
殺
害
し
、

死
刑
判
決
を
受
け
た
テ
ロ
リ
ス
ト
だ
。
地
域
の

平
和
と
協
力
関
係
の
構
築
に
資
す
る
も
の
で
は

な
い
。
」 

と
抗
議
し
た
。
私
は
政
府
の
見
解
及
び
抗
議

を
全
面
的
に
支
持
す
る
。
国
際
情
報
を
考
え
な

い
単
な
る
テ
ロ
リ
ス
ト
を
英
雄
視
す
る
中
韓
の

歴
史
観
は
大
い
に
疑
問
だ
！
！ 

 

し
か
し
翻
っ
て
日
本
の
歴
史
教
育
を
振
り
返

れ
ば
伊
藤
博
文
初
代
内
閣
総
理
大
臣
を
我
々
は

ど
れ
だ
け
讃
え
て
き
た
だ
ろ
う
か
？ 

 

小
中
高
の
歴
史
教
科
書
に
は
若
干
の
事
実
関

係
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
伊
藤
博
文
は
松

下
村
塾
で
学
び
明
治
維
新
の
立
役
者
の
一
人
で

あ
る
。
大
日
本
帝
国
憲
法
は
伊
藤
博
文
に
よ
っ

て
創
設
さ
れ
た
。
帝
国
議
会
も
伊
藤
博
文
な
く

し
て
語
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
日
清
戦
争
の
下

関
条
約
で
李
鴻
章
相
手
に
日
本
の
勝
利
を
確
定

し
た
の
も
、
伊
藤
博
文
の
功
績
だ
。
日
本
の
み

な
ら
ず
朝
鮮
半
島
の
近
代
化
は
伊
藤
博
文
な
く

し
て
語
る
こ
と
は
出
来
な
い
。 

 

我
々
日
本
人
は
単
な
る
テ
ロ
リ
ス
ト
で
あ
る

安
重
根
を
英
雄
視
す
る
中
韓
の
歴
史
観
を
非
難

す
る
よ
り
は
、
伊
藤
博
文
の
歴
史
功
績
を
見
直

し
、
我
が
国
の
子
ど
も
達
に
教
育
す
る
こ
と
こ

そ
重
要
で
あ
る
。 

 

 

文
學
冥
利
に
つ
き
ぬ
作
品 

文
芸
評
論
家 

蓮
坊
公
爾 

 
2

0
1

4

年1

月2
2

日 
 

立
て
続
け
に
二
冊
「
明
治
文
學
」
を
読
ん
だ
。

二
葉
亭
四
迷
惑
『
浮
雲
』
は
、
文
体
の
明
敏
さ

が
新
鮮
（
言
文
一
致
）
で
読
み
や
す
ひ
！
「
恋
」

の
機
敏
に
重
苦
し
さ
が
漂
ふ
が
、
ロ
シ
ア
文
學

に
造
詣
が
深
ゐ
氏
故
に
、
恋
す
る
文
三
の
葛
藤

を
的
確
に
描
ひ
て
ゐ
る
。 

次
に
『
煤
煙
』
を
手
に
す
る
。
著
者
森
田
草

平
を
知
る
人
は
、
一
輪
の
花
に
過
ぎ
ぬ
だ
ろ
ふ

ょ
！
こ
の
『
煤
煙
』
な
る
新
聞
小
説
（
朝
日
新

聞
に
連
載
）
は
、
師
夏
目
漱
石
の
推
奨
に
よ
る
。

こ
の
新
聞
小
説
の
成
功
に
よ
っ
て
、
森
田
は
一

躍
時
の
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
私
が
一
番

驚
ゐ
て
ゐ
る
」
ー
あ
と
が
き
で
語
る
。
女
権
拡

大
論
者
の
平
塚
ら
い
て
う
。
女
史
と
の
心
中
を

描
い
た
作
品
で
あ
る
。
こ
の
点
も
読
者
に
興
味

津
々
！
「
青
鞜
」
な
る
女
性
誌
の
刊
行
も
論
議

を
醸
し
た
か
ら
尚
更
だ
。 

驚
ゐ
た
の
は
、
明
治
四
二
年
の
乍
な
が
ら
「
電

車
」
「
喫
茶
店
」
他
、
今
に
連
動
さ
し
む
大
衆

化
が
登
場
す
る
。
流
石
に
近
代
の
黎
明
を
感
じ

さ
せ
る
。 

追
伸
―
文
學
冥
利
に
つ
き
ぬ
作
品
故
に
、
推
薦

致
し
ま
す
る
。 

 公
務
員
の
政
治
的
中
立
」
に
大
き
な
疑
問 

北
海
道
議
会
議
員*

藤
沢 

澄
雄*

F
B

 
 

2
0

1
4

年1

月2
9

日 
 

現
場
教
師
と
思
わ
れ
る
「
匿
名
」
で
の
コ
メ
ン

ト
が
ブ
ロ
グ
に
寄
せ
ら
れ
た
。 

（
匿
名
）：
道
議
会
議
員
は
お
気
楽
で
い
い
で
す

平成 2６年２月 20 日（1５１-10）               Ｍ情報（MASUKI 情報デスク）活動報告 
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ね
・
・
・
・
自
分
た
ち
は
現
実
を
省
み
な
い
予

算
編
成
で
道
財
政
を
ど
こ
ま
で
も
悪
化
さ
せ
て

も
、
道
職
員
の
給
与
の
削
減
で
帳
尻
を
合
わ
せ 

て
、
文
句
が
あ
る
な
ら
選
挙
で
落
と
せ
ば
い
い

と
・
・
・
で
す
が
４
年
に
一
度
の
選
挙
で
そ
の

間
は
や
り
た
い
放
題
・
・
・
仕
舞
い
に
は
海
外

に
行
っ
て
扱
い
が
低
い
と
か
… 

自
分
た
ち
が
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道

教
委
の
無
策
を
任
意
団
体
の
北
教
組
の
教
研
に

責
任
を
負
わ
せ
た
り
・
・
・
大
体
，
今
の
ご
時

勢
で
道
教
委
の
施
策
を
実
施
し
な
い
自
治
体
や

学
校
は
な
い
し
、
そ
れ
以
上
に
放
課
後
学
習
や

休
日
教
育
支
援
，
家
庭
学
習
の
強
化
・
・
・
な

ど
な
ど
現
場
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
に
自
分
た
ち
が
そ
の
施
策
に
重
要
な
関

与
を
し
し
て
い
る
道
教
委
の
取
り
組
み
を
精
査

せ
ず
、
一
労
働
団
体
の
教
研
を
あ
た
か
も
諸
悪

の
根
源
の
よ
う
に
喧
伝
す
る
・
・
・
こ
れ
が
悪

意
以
外
の
何
で
す
か
ね
・
・
・ 

（
藤
沢
）
返
信
：
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
し
っ
か
り
と
道
教
委
へ
改
善
を
も
う
し

た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
具
体
的
な
内
容 

を
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

昨
日
聞
い
た
道
教
委
の
対
策
の
ひ
と
つ
に
、 

学
習
の
態
度
や
姿
勢
な
ど
生
活
面
か
ら
指
導
を 

行
い
た
い
と
し
て
も
、
現
場
の
抵
抗
で
実 

施
で
き
な
い
学
校
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、 

そ
の
点
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？ 

ま
た
、
現
場
が
様
々
な
取
組
を
し
て
い
て
も
な 

ぜ
学
力
が
向
上
し
な
い
の
か
？
お
考
え
が
あ
れ 

ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
改
善
に
向
け 

た
対
策
の
ひ
と
つ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ 

「
教
研
を
あ
た
か
も
・
・
・
」 

の
件
は
、
繰
り
返
し
ま
す
が
、
こ
の
コ
ラ
ム
の 

主
題
で
あ
る
「
公
務
員
の
政
治
的
中
立
」
に 

大
き
な
疑
問
が
あ
る
こ
と
で
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

現
場
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
・
・
・
取
り
組
み
方
に
も
「
松
」
「
竹
」
「
梅
」

と
あ
リ
ま
す
か
ら
。
取
り
組
み
は
０
（
ゼ
ロ
）

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
と
て
も
「
松
」

の
取
り
組
み
を
し
て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
。 

し
か
し
、
藤
沢
議
員
の
我
慢
強
さ
に
敬
服
。
私

な
ら
、
「
ボ
ケ
た
こ
と
言
う
な
。
」
で
終
わ
り

（
増
木
） 

 

 

今
か
ら
が
大
東
亜
共
栄
圏
の
仕
上
げ
の
チ
ャ

ン
ス 

京
都
北
山
細
野
の
神
主 

中
村
重
行 

2
0

1
4

年0
1

月3
0

日  
 

戦
前
の
大
東
亜
共
栄
圏
構
想
は
ア
ジ
ア
の

国
々
で
は
白
人
達
の
植
民
地
か
ら
の
独
立
は
果

た
せ
た
が
本
来
の
共
に
栄
え
る
と
い
う
理
想
は

ま
だ
完
成
し
て
い
ま
せ
ん
。 

日
本
と
同
じ
よ
う
に
ア
ジ
ア
の
国
々
も
国
民

も
共
に
栄
え
る
と
い
う
最
後
の
詰
め
が
ま
だ
出

来
ず
に
格
差
社
会
が
進
み
、
貧
し
い
人
は
よ
り

悲
惨
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

大
東
亜
共
栄
圏
を
呼
び
か
け
た
日
本
だ
け
が
経

済
成
長
か
ら
バ
ブ
ル
を
経
験
し
バ
ブ
ル
が
は
じ

け
て
も
な
お
シ
ア
ワ
セ
を
謳
歌
し
て
来
ま
し
た
。 

今
ま
た
良
い
方
向
に
進
み
つ
つ
あ
る
こ
の
時

に
、
特
に
親
日
の
国
々
か
ら
の
留
学
生
や
技
術

習
得
希
望
者
を
受
け
入
れ
て
そ
れ
ら
の
国
々
の

発
展
に
寄
与
し
、
戦
前
の
大
東
亜
共
栄
圏
構
想

の
仕
上
げ
を
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
ま
す
。 

困
っ
て
い
る
時
に
優
し
く
援
助
す
れ
ば
つ
け
あ

が
り
、
力
を
付
け
れ
ば
軍
事
力
で
恫
喝
し
、
悪

口
を
世
界
に
言
い
ふ
ら
し
、
そ
の
上
ま
だ
援
助

を
引
き
出
そ
う
と
す
る
乞
食
国
家
は
相
手
に
せ

ず
、
軍
事
力
で
防
御
し
て
反
対
に
脅
し
付
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

隣
国
、
支
那
人
や
朝
鮮
人
は
昔
か
ら
そ
の
よ

う
な
民
族
だ
っ
た
の
で
す
。
１
０
０
年
足
ら
ず

で
根
性
が
変
わ
る
こ
と
は
無
い
の
で
す
。 

日
本
の
企
業
家
も
も
う
そ
ろ
そ
ろ
本
気
で
支
那

人
朝
鮮
人
の
本
質
を
知
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

だ
認
識
し
な
い
バ
カ
や
抜
き
差
し
な
ら
な
い
企

業
も
あ
り
ま
す
が
そ
れ
は
自
業
自
得
で
諦
め
て
。 

こ
れ
か
ら
の
１
０
年
を
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

と
ア
ラ
ブ
の
国
々
が
も
う
一
度
大
東
亜
共
栄
圏

の
仕
上
げ
に
邁
進
す
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
大
東
亜
共
栄
圏
で
栄
え
た
国
々
が
手

を
携
え
て
ア
フ
リ
カ
の
国
々
に
援
助
の
手
を
差

し
伸
べ
る
、
大
東
亜
・
ア
フ
リ
カ
共
栄
圏
の
設

立
が
か
な
え
ら
れ
た
ら
こ
の
地
域
の
世
界
か
ら

戦
争
の
悲
劇
は
無
く
な
り
ま
す
。 

人
の
た
め
、
他
国
の
繁
栄
の
為
に
損
得
抜
き

で
貢
献
出
来
る
の
は
世
界
で
日
本
の
他
に
は
無

い
の
で
す
。
理
由
は
一
つ
、
日
本
人
に
は
神
道

精
神
と
言
う
、
異
質
の
も
の
を
認
め
て
共
に
栄

え
よ
う
と
言
う
許
容
量
の
大
き
い
神
道
と
言
う

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

釈
尊
は
イ
ン
ド
の
神
さ
ま
の
一
柱
で
あ
り
、

イ
エ
ス
は
中
近
東
の
神
さ
ま
の
一
柱
で
あ
る
と

認
め
る
多
神
教
の
国
柄
だ
か
ら
で
す
。 

心
の
広
い
日
本
人
だ
か
ら
可
能
な
の
で
す
。
一

信
教
の
世
界
観
で
は
征
服
は
出
来
て
も
、
共
存

共
栄
の
世
界
は
創
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
す
。 

ま
し
て
、
神
を
信
じ
な
い
支
那
人
朝
鮮
人
に
は

ム
リ
ム
リ
ム
リ
な
の
で
す
。
日
本
に
生
ま
れ
て

来
て
本
当
に
良
か
っ
た
の
で
す
。
も
し
、
支
那

人
や
朝
鮮
人
に
生
ま
れ
て
来
た
と
し
た
ら
？ 

 

考
え
て
も
ゾ
ッ
と
し
ま
す
ね
。
（
こ
れ
を
差
別

だ
と
非
難
す
る
人
は
、
こ
れ
ま
で
の
、
最
近
の

中
共
、
南
北
朝
鮮
の
姿
を
認
識
し
て
か
ら
に
し

て
く
だ
さ
い
） 

 
無
責
任
な
差
別
、
誹
謗
中
傷
は
や
め
よ
う 

Ｍ
情
報 

増
木
重
夫 

2
0

1
4

年0
2

月1
3

日  
 http://www.youtube.com

/watch?v=SrvijygvO
0E 

｢

私
は
朝
鮮
人
で
は
な
い
。
名
誉
毀
損
し
な
い

で
！｣

 

福
島
瑞
穂(

趙
春
花) 

 

福
島
瑞
穂
議
員
の
応
援
団
が
送
付
し
て
き
た

ビ
デ
オ
の
よ
う
だ
。 

 

菅
直
人
や
土
井
た
か
子
。
あ
い
つ
は
朝
鮮
人

（
帰
化
人
）
だ
と
か
、
日
本
人
じ
ゃ
な
い
と
か
、 

い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
て
き
た
。 

証
拠
あ
る
の
？ 

彼
ら
の
戸
籍
謄
本
見
た
の
。

と
、
問
い
た
い
。
こ
っ
ぷ
の
飲
み
方
が
朝
鮮
人

だ
と
か
、
人
相
が
朝
鮮
人
だ
と
か
。
そ
の
程
度

の
根
拠
で
、
朝
鮮
人
呼
ば
わ
り
し
て
い
い
の
だ

ろ
う
か
。 

確
か
な
の
は
、
福
山
哲
郎
議
員
、
白
眞
勲
議

員
、
蓮
舫
議
員
（
ウ
イ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
よ
ん
で

も
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
）
の
３
名
。
し
か
し
、

こ
の
３
名
と
て
謄
本
を
み
た
わ
け
で
は
な
い
。 

 

あ
い
つ
は
泥
棒
だ
！ 

な
ぜ
な
ら
泥
棒
顔
し

て
い
る
。
逮
捕
！ 

こ
れ
で
は
世
の
中
ム
チ
ャ

ク
チ
ャ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
「
無
茶
苦
茶
」

を
、
多
く
の
所
謂
「
保
守
」
と
言
わ
れ
る
人
は

や
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

あ
い
つ
は
泥
棒
だ
。
な
ぜ
な
ら
出
刃
包
丁
で

刺
し
て
い
る
。
出
刃
包
丁
は
マ
ス
コ
ミ
発
表
し

て
い
な
い
。
犯
人
し
か
知
り
え
な
い
情
報
を
持

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
彼
は
犯
人
だ
。
こ
れ
が
合

理
的
な
論
理
だ
。 

 

こ
っ
ぷ
の
飲
み
方
や
人
相
で
人
種
を
論
じ
る

と
い
う
こ
と
は
、
自
分
で
自
分
の
論
理
破
綻
を

認
め
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
程
度
の

根
拠
で
朝
鮮
人
呼
ば
わ
れ
さ
れ
た
ら
、
事
実
で

な
か
っ
た
ら
た
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

 

論
理
的
に
攻
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
論
理
の
な

い
こ
と
を
言
っ
て
ご
ま
か
す
。
だ
っ
た
ら
初
め

か
ら
言
う
な
よ
。
情
け
な
い
。 

根
拠
の
な
い
、
無
責
任
な
デ
マ
を
飛
ば
し
た 

人
は
ど
の
よ
う
に
責
任
を
取
る
の
だ
ろ
う
。
議

員
と
て
人
の
子
。
根
拠
の
な
い
誹
謗
を
受
け
る

湯
割
れ
は
な
い
。 

 

ま
し
て
大
通
り
で
、
己
の
意
見
に
反
論
し
た

人
を
、
「
お
前
は
朝
鮮
か
。
」
な
ど
と
言
い
が

か
り
を
付
け
、
キ
チ
ガ
イ
と
し
か
言
い
よ
う
が

な
い
。 
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『
Ｍ
情
報
』
で
は
、
日
々
、
全
国
各
地
の
仲

間
か
ら
、
ま
た
は
情
報
収
集
の
専
門
家
か
ら
情

報
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
メ
ー
ル
で
転

送
し
ま
す
。
内
容
は
ど
こ
よ
り
も
詳
し
く
多
種

多
様
。
「
量
が
多
過
ぎ
と
お
叱
り
を
受
け
る
の 

活
動
資
金
ご
協
力
の
お
願
い 

  で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
弊
紙
は
郵
メ
ー

ル
で
発
送
し
て
い
ま
す
。
重
さ
制
限
は
５
０
ｇ

で
す
。
ま
だ
余
裕
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
資
料

等
の
同
封
が
可
能
で
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

使
用
申
請
料
・
交
通
費
、
通
信
費
・
資
料
、 

ビ
ラ
等
の
制
作
費
・
備
品
購
入
費
等 

○ 

Ｍ
情
報
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
主
な
団
体 

・N
P

O

法
人
百
人
の
会 

・
救
う
会
大
阪 

・
秋
田
美
和
さ
ん
を
救
出
す
る
川
西
市
民
の
会  

・
米
国
に
原
爆
投
下
謝
罪
を
求
め
る
会 

・
ス
パ
イ
防
止
法
の
制
定
を
求
め
る
会 

 

・
日
教
組
の
違
法
行
為
を
追
及
す
る
会 

・
竹
島
を
奪
還
す
る
会
・
関
西 

・
靖
国
神
社
に
眠
る
御
霊
に
感
謝
す
る
会 

・
大
阪
の
公
教
育
を
考
え
る
会
、
他 

◇ 

前
記
口
座
、
ま
た
は
同
封
の
郵
便
振
替
に

て
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

先
ず
は
、
平
素
よ
り
私
ど
も
の
活
動
に
力
強
い

ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
レ
ポ
ー
ト
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
私
ど
も
は

子
供
達
に
誇
り
あ
る
国
を
残
す
た
め
、
日
々
命
が

け
で
戦
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
問
題
は
活
動
資

金
。
今
ま
で
以
上
に
が
ん
ば
り
ま
す
。
何
卒
資
金

の
ご
協
力
を
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

※ 

こ
の
、
Ｍ
情
報
機
関
紙
は
新
聞
の
形
態
を
と 

っ
て
い
ま
す
が
、「
活
動
の
報
告
書
」
で
す
。 

特
に
「
購
読
料
」
は
設
定
し
て
い
ま
せ
ん
。 

カ
ン
パ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

○ 

カ
ン
パ
金
の
主
な
使
途
は
下
記
団
体
の
、 

・
活
動
の
資
料
等
の
発
送
費
・
道
路
、
公
園 

  

弊
会
『
Ｍ
情
報
活
動
報
告
』
は
現
在
の
と
こ

ろ
毎
月
全
国
約
５
千
（
目
標
１
万
）
部
発
送
し

て
お
り
ま
す
。
掲
載
ご
希
望
の
論
文
、
情
報
等

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ど
ん
ど
ん
表
記
事
務
所
ま 

＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
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＃
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＃
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＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃ 

原
稿
・
同
封
資
料
の
募
集
に
つ
い
て 

＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃
＃ 

諸
情
報
の
メ
ー
ル
配
信
に
つ
い
て 

で
す
が
、
試
し
に
一
度
受
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ご
不
要
で
し
た
ら
即
停
止
い
た
し
ま
す
。
要
領

は
次
の
ア
ド
レ
ス
に
「
メ
ー
ル
希
望
」
と
空
メ

ー
ル
を
（
発
信
名
義
「N

P
O

法
人
百
人
の
会
」
）
。 
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「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
に
思
う 
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Ｍ
情
報 

増
木
重
夫 

 
今
日
午
後
、
過
日
、
救
う
会
京
都
の
藤
岡
が

終
電
に
乗
り
遅
れ
、
「
迎
え
に
来
い
」
と
電
話

が
あ
り
、
助
け
に
行
っ
た
ら
そ
の
道
中
ス
ピ
ー

ド
違
反
で
捕
ま
っ
た
（
暗
に
、
お
前
が
罰
金
半

分
払
え
！
と
言
っ
て
る
ん
だ
け
ど
）
。
そ
の
罰

金
を
払
い
に
行
っ
た
。 

ち
ょ
っ
と
派
手
目
に
ブ
ッ
飛
ば
し
た
の
で
罰

金
８
万
円
。
ま
あ
、
そ
れ
は
そ
れ
で
仕
方
が
な

い
。
日
本
は
法
治
国
家
だ
か
ら
。
さ
て
、
手
続

き
の
た
め
役
所
に
入
る
。
い
る
い
る
。
罰
金
仲

間
が
。5

0

人
ほ
ど
い
る
。
こ
こ
は
俗
に
言
う
赤

キ
ッ
プ
の
人
の
略
式
裁
判
所
。
順
番
に
手
続
き 

を
進
め
て
い
く
。
ふ
と
周
り
を
見
る
と
女
性
は

一
人
も
い
な
い
。
皆
、
野
郎
ば
っ
か
し
。 

女
性
と
男
性
は
曜
日
を
分
け
て
い
る
の
か
と
、

係
り
に
聞
い
た
。
と
こ
ろ
が
そ
う
で
は
な
く
、

い
つ
も
ほ
と
ん
ど
男
性
で
女
性
は
た
ま
に
い
る

程
度
だ
と
い
う
。 

う
～
～
～
ん
！ 

や
は
り
男
性
と
女
性
は
性

格
も
性
質
も
特
性
も
違
う
よ
う
だ
。
ス
ピ
ー
ド

狂
は
圧
倒
的
に
男
性
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
速
度

違
反
以
外
の
人
も
い
る
が
。 

さ
て
、
言
い
た
い
の
は
８
万
円
の
愚
痴
で
は

な
い
。
最
近
は
さ
ほ
ど
言
わ
れ
な
い
が
（
定
着

し
た
の
か
な
）
、
一
昔
前
は
盛
ん
に
言
わ
れ
た 

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
１
歩
進
ん
だ
、
役
所

の
管
理
職
等
の
女
性
枠
。
百
人
の
会
の
よ
う
に
、

能
力
が
あ
る
人
が
、
会
員
の
総
意
に
よ
り
ト
ッ

プ
に
座
る
に
は
し
ご
く
当
然
。
全
く
問
題
は
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
能
力
関
係
な
し
に
始
め
か
ら

幹
部
の
２
割
は
女
性
、
な
ど
と
決
め
て
お
く
や

り
方
。
公
然
と
し
た
規
則
と
し
て
は
な
い
の
だ

ろ
う
が
、
暗
黙
の
了
解
で
、
事
実
こ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
役
所
を
山
ほ
ど
見
て
き
た
。
女
性

の
課
長
な
ど
と
話
を
す
る
と
、
論
が
詰
ま
れ
ば

最
後
は
必
殺
ヒ
ス
テ
リ
ー
。 

い
い
だ
ろ
う
。
女
性
の
社
会
進
出
。
大
い
に

結
構
。
理
解
を
示
そ
う
。
そ
れ
な
ら
、
ス
ピ
ー

ド
違
反
で
捕
ま
え
る
の
も
、
始
め
か
ら
女
性
を

２
割
と
決
め
て
お
け
よ
。 

行
政
（
最
近
は
民
間
に
も
か
な
り
普
及
し
つ

つ
あ
る
よ
う
）
の
幹
部
の
登
用
に
は
女
性
枠
が 

有
り
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
の
取
締
は
オ
ー
プ
ン
。

こ
ん
な
現
状
、
到
底
納
得
で
き
な
い
。
法
の
下

の
平
等
が
聞
い
て
呆
れ
る
。 

く
れ
ぐ
れ
も
８
万
円
の
愚
痴
で
は
な
い
。 

ト
ホ
ホ
ホ
！ 

で
も
イ
タ
イ
！ 

 
 

《
後
日
談
》 

数
日
し
、
今
度
は
３
０
日
の
免
停
の
行
政
処

分
の
通
知
が
来
た
。
そ
れ
で
、
２
９
日
免
停
を

短
縮
し
て
も
ら
う
た
め
の
講
習
会
に
出
席
し
た
。

睡
魔
と
の
戦
い
だ
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
男
性
が

９
５
％
。
五
〇
人
の
教
室
で
女
性
は
一
人
だ
け

だ
。
し
つ
こ
い
よ
う
だ
が
、
男
性
と
女
性
は
そ

の
性
質
が
違
う
。
性
質
に
あ
っ
た
仕
事
を
し
た

ら
い
い
の
で
あ
っ
て
、
男
性
に
向
く
仕
事
に
は

「
男
性
○
名
」
ま
た
、
「
女
性
○
名
」
と
求
人

し
た
ら
い
い
。
男
性
に
向
く
仕
事
を
女
性
に
さ

せ
た
り
、
そ
の
逆
も
、
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る

の
だ
ろ
う
。
性
別
ご
と
の
求
人
が
タ
ブ
ー
な
の

は
全
く
理
解
で
き
な
い
。 

 
 

編 

集 

後 

記 
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 橋
下
大
阪
市
長
が
、
公
明
党
に
対
し
、
つ
い

に
ブ
チ
キ
レ
た
。 

「
私
（
橋
下
）
と
松
井
は
死
ぬ
ま
で
公
明
党
の

選
挙
区
で
出
馬
し
て
や
る
。
」
な
ど
と
、
市
長

の
激
怒
が
漏
れ
聞
こ
え
る
。 

公
明
党
を
○
○
ブ
リ
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
朗
報
だ
が
、
橋
下
市
長

は
公
明
党
が
大
阪
都
構
想
に
協
力
す
る
代
わ
り

に
、
維
新
は
一
昨
年
末
の
衆
院
選
で
公
明
党
の

地
盤
（
確
か
、
５
区
）
に
は
維
新
か
ら
候
補
を

立
て
な
い
。
と
約
束
し
、
決
ま
っ
て
い
た
候
補

ま
で
「
不
条
理
に
耐
え
ろ
」
な
ど
と
言
っ
て
下

ろ
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
、
公
明
党
は
そ
ん
な

約
束
は
記
憶
に
な
い
と
い
う
。 

畏
多
く
も
市
長
！ 

こ
の
点
に
関
し
て
は
甘

い
。
共
産
党
の
方
が
ま
だ
、
約
束
は
守
る
。 

中
国
、
南
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
と
公
明
党
。
「
約

束
」
「
節
操
」
「
ル
ー
ル
」
そ
ん
な
も
の
辞
書 

 

                              

束
」
「
節
操
」
「
ル
ー
ル
」
そ
ん
な
も
の
辞
書

に
一
切
な
い
グ
ル
ー
プ
だ
。 

し
か
し
、
も
う
少
し
深
読
み
す
る
と
、
橋
下

は
こ
ん
な
こ
と
は
じ
め
か
ら
分
か
っ
て
い
た
。

遠
く
へ
ジ
ャ
ン
プ
す
る
な
ら
助
走
が
必
要
。
一

歩
後
退
し
、
そ
の
反
動
で
・
・
・
・
・
。
か
も

し
れ
な
い
。 
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